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日本家庭婦人バスケットボール連盟        

    会 長     橋 本   章 
 
 このたび、日本家庭婦人バスケットボール連盟設立 10 周年を記念して、「記録誌」を発

刊するにあたり、一言ご挨拶申し上げます。 
日本家庭婦人バスケットボール連盟（ 以下日本連盟 ） は、全国各地域で永年にわたり

バスケットボールを愛し地道な活動をなされてきた皆様の熱意が認められ、(財)日本バス

ケットボール協会（以下日本協会）普及部の任意団体として 1997 年(平成 9)7 月に設立さ

れました。この設立以前のあゆみ、各地における自然発生的な熱心な活動こそママさんバ

スケットボールの特色であり、日本連盟は各地における活動の集大成と言えるのでありま

す。この原点をわたくしたちは胆に銘じ、片時も忘れてはなりません。日本連盟 10 年、

全国大会 26 回という数字の差がそれを如実に物語っているのであります。連盟設立以降

もこの熱意は持続され、県連盟の相次ぐ設立、ブロック大会の開催、県大会の実施等順調

な発展を遂げてまいりました。そして 2001 年(平成 13)3 月に日本協会加盟団体として正

式に承認されました。都道府県連盟の組織化も逐年増加し、未組織県は６県を残すだけに

なりました。ブロック大会は 2004 年(平成 16）に全ブロック開催に至りました。さらに、

50 歳以上を対象とする全国ゴールデンシニア大会（ねんりんピック協賛イベント）を 2002
年(平成 14）日本連盟事業として開始し、生涯現役プレーヤーを目指す方々に好評を得て

急速に参加者が増加しております。 
ここに至るまでに賜りました日本協会、各都道府県協会のご指導ご支援と、皆様ならび

に関係者各位の熱意とご協力に対し心より厚く御礼申し上げます。 
また、1982 年(昭和 57)に始まる韓国チームとの国際親善大会は、韓国バスケットボー

ル協会ならびに韓国マザーズバスケットボール協会の絶大なるご協力の賜物であり、地道

な民間国際交流として誇れるものであります。 
 日頃、仕事に、家事に、育児に、と忙しい毎日を過ごされるなか、技術を磨き試合に参

加されるママさん選手のはつらつとした姿は、ご家族の方々にもバスケットボールの楽し

さ、面白さが伝わり、地域における生涯スポーツの実行者、推進者として大きい役割を演

じております。 
 この「記録誌」は、「ザ ママさんバスケット’82～’97（連盟設立記念記録誌）」に続くも

のであります。全国大会の戦績が主たる内容でありますが、背後にある参加チーム、プレ

ーヤーの汗と熱意をお汲み取りいただきたいと思います。同時に各地の関係者、役員のご

苦労も思い出されます。 
連盟役員一同微力ながら、設立 10 年を期し初心に帰り、さらなる普及発展に鋭意取り

組む所存であります。どうか今まで以上のご支援ご協力を賜りますようよろしくお願い申

し上げ、「記録誌」発刊のご挨拶といたします。 
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日本家庭婦人バスケットボール連盟        

   副会長    山田 洋子 

 
 

連盟設立 10 周年を迎えて

日本家庭婦人バスケットボール連盟（以下日本連盟）設立 10 周年記念式典を皆様と共

にお祝いできることは感無量であり、ママさんバスケットにかかわってくださった皆様に

感謝と御礼の気持ちで一杯でございます。記録誌発刊にあたり、日本連盟設立に至るまで

と、設立から今日までの活動をご報告させていただきご挨拶といたします。 

地域のスポーツ教室や愛好会のチームをまとめて全国に呼びかけ、初めてママさんバス

ケットの全国大会を開催したのは埼玉県ママさんバスケットボール連盟でした。その活動

がきっかけとなり、(財)日本バスケットボール協会（以下日本協会）が全国大会を主催す

るようになりました。当時日本協会普及部の故大室富弥氏は、ママさんバスケットボール

は普及の原点であり全国にその組織を作りたいと、第 1 回(1982 年)から全国大会開催や日

韓交流に大変ご尽力されました。私はその活動に賛同し第 3 回大会から日本協会普及委員

として携わることになりました。その頃は、ママさんバスケットに対し周囲はほとんど関

心がなく、単なるお遊びと見るのが大方でしたが、大会を重ねるごとに真剣なプレーとバ

スケットに対する熱い思いで地道な活動をする姿を見て、初めてママさんバスケットの真

価を認めてくださる方が少しずつ増えていきました。第 14 回大会のころまでには、13 の

都道府県に家庭婦人連盟ができており、中央の組織を望む機運があがっておりましたので、

何とかしなければと思案していました。このとき普及部長に就任された横山房男氏が状況

を理解され、ママさんバスケットの全国組織を構築することが普及部長の仕事であるとし

て、1996 年に全国組織作りを日本協会理事会に提案し、承認されました。そこで日本連盟

設立準備委員会を立ち上げ、連盟活動をしている都道府県に呼びかけました。その時に駆

けつけてくれた方々は今も運営委員として熱心に活動をしています。 

1997 年、日本協会理事会で普及部直轄団体として承認され、加盟登録 23 都道府県・401

チーム、登録人数 5,205 名、会長には橋本章氏、副会長には横山房男氏、その後大倉敬一

氏を迎えて活動は始まりました。ほとんど手探り状態でしたが連盟の活動は順調に進みま

した。そんな中、日本協会個人登録導入の提示があり、まだまだ立ち上がったばかりの日

本連盟に与える影響を大変心配しました。当時はママさん大会にもクラブ大会にも参加で

きる状況でしたが、登録制度に従えば家庭婦人かクラブかどちらかを選ばなければなりま

せん。2001 年、登録制度施行にあたり、家庭婦人連盟も他連盟と同じ条件で登録をするの

で、普及部直轄ではなく日本協会の 1 団体として承認いただくよう、阿部克三普及部長に

申請を依頼した結果、日本協会理事会で承認されました。苦渋の選択ではありましたが、

こうして日本協会の正式な加盟団体となりました。 

個人登録制度施行の影響はやはりあり会員も減少しましたが、子ども達とのつながりや

生涯スポーツとしての位置づけをさらに明確にすることが連盟のあり方と肝に銘じ、全国
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大会の開催はもちろんのこと新たに目標をしっかり定め、理事会、常任理事会、運営委員

会が責任を持って活動する体制にしました。 

 

［日本家庭婦人バスケットボール連盟の事業］ 

Ｉ 全国大会を開催する 

全国大会は今年で第 26 回を迎えますが、年月をかけてママさんにあったルールの検討、

競技のあり方、独身女性の加盟について等世情にそって検討を重ね、ママさんの大会

に相応しい運営を行ってきました。第 8 回大会からシニア（40 歳以上）のブロックを

加え、第 22 回大会よりシニアの年齢を 43 歳以上としました。また第 23 回大会より

43 歳以上の独身女性も参加できることになりました。 

Ⅱ 全都道府県に県連盟の設立を推進する 

連盟が未組織である県の活動状況を把握し、地域にあった普及活動を進めております。

チーム数の拡大や連盟の設立に関する理解を得るため、橋本会長が率先して地方に足

を運び、委員も粘り強く普及活動を行いました。さらに日本協会普及部長、各都道府

県協会の方々のご協力も得て、2007 年現在 41 都道府県の県連盟に設立されました。 

Ⅲ ゴールデンシニア大会を開催する 

第 20 回記念全国ママさん交歓大会でゴールデンシニアの部を設け 50 歳以上の方に呼

びかけたところ、大きな反響がありました。第 1 回から活動しているママさんバスケ

ットの草分けの方々やそれに続く方々が、50 歳になっても 60 歳になってもゲームに

出て大いに楽しんだのです。その姿を見て生涯スポーツとして何とかゴールデンシニ

ア大会を実現したいと考えました。委員の中から、「ねんりんピックというのがあり

60 歳以上の大会だが、別枠のイベントに入ってできるかも知れない・・」との提案が

あり、早速検討に入り 2002 年の福島大会から開催することになりました。50 歳以上

が全国から 11 チーム、約 120 名が参加し、和やかなうちにも熱戦が繰り広げられまし

た。その後も毎年開催し、昨年の静岡大会では 32 チーム、320 名の参加となりました。

生涯スポーツとしていつまでもバスケットができる楽しみと目標ができ、多くのママ

さんに喜んでいただいています。今後さらに拡大していくことを考えますと、将来を

見据えた取組みが課題となってきます。 

Ⅳ ブロック大会を支援する 

1995 年第 1回関東大会をはじめとして各地方でそれぞれ開催されていたブロック大会

に対し、さらなる普及を願って 2001 年から日本連盟としても支援することとし、2004

年には全国 9 ブロックが大会を開催するようになりました。各ブロックの常任理事が

中心になりそれぞれの地域にあった大会を開催しており、なかには、審判が全員女性

だったり、キッズルームを設けたり、ゴールデンシニアの部を設けたり等、ママさん

ならではの企画が実行されています。近県と交流ができるブロック大会は参加者にと

って身近な目標となっています。 

Ⅴ 広報誌を発行する 

年 2 回 “ザ ママさんバスケット” を発行し、全国大会、ゴールデンシニア大会、ブ

ロック大会に関する記事をはじめ理事会の報告やルールの変更など､いろいろな連盟

の情報を会員に知らせるため、加盟全チームに配布しています。2000 年 3 月創刊以来、

内容も回を重ねるごとに委員が工夫を凝らし、連盟活動のみならずママさんバスケッ
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トに関連する情報を発信しています。現在 14 号まで継続して発行しています。 

Ⅵ 家庭婦人審判員を育成する 

ママさんの審判員は近年増えています。大会で活躍が目覚しい日本公認審判員のママ

さん。また、それぞれの県協会や県連盟の公認審判員として多く活動しています。今

後さらに多くのママさん審判が育つような環境を考えていくことが課題です。 

Ⅶ バスケットボール教室の開催、他団体との交流を図り研鑽を積む 

ＷＪＢＬ主催の教室に参加したり､またＷＪＢＬから指導者を派遣していただいて

折々講習会を開催しています。また、ＮＰＯ法人ＪＷＳに加入し、家庭婦人の枠にと

どまらず女性とスポーツという観点からも交流しています。 

Ⅷ 日韓親善大会を継続する 

日本連盟と韓国マザーズバスケットボール協会の交流の大会は 1982 年から続いてお

り今年で 25 年 20 回目になります。日本はバスケットボールが好きなママさんであ

れば誰でも参加できますが、韓国は、韓国マザーズバスケットボール協会に所属して

いるバスケットボールのスペシャリストのママさんたちで構成されていて、ママさん

バスケットの土壌はまったく異なるところがあります。でもお互いママさんに変わり

はなくゲームを通じて親善と友好を図り国際交流と理解を深めています。 

 

以上のように、1 年 1 年こつこつと実績を積み上げてまいりました。お蔭様で設立時の

“全県に県連盟を”の目標にあと一歩までこぎつけることができました。多くの方々に連

盟の活動を理解していただき、それぞれの地域で皆さんが頑張って活動していること、会

員も年々増えていることはとても力強いことです。 

日ごろ、小さな子どもから大きな子ども達がコートの隅で仲良くバスケットボールで一

緒に遊ぶ姿、楽しそうにプレーしているお母さんやおばあちゃんを家族の方々と一緒に見

ている姿、自分が楽しむだけでなくわが子や地域の子ども達の指導をしているママさんの

姿、これこそママさんバスケットの姿だととても誇らしく思います。これからも、家族を

思いやり家庭を大切にしながら友達の輪を広げ、大勢の人を巻き込んで、大好きなバスケ

ットボールを末永く続けて楽しんでいただきたいと思っております。 

私は日本連盟設立以来 4 期 8 年、理事長を勤めさせていただき夢中で走ってきた感があ

りますが、2005 年より白谷理事長にバトンタッチいたしました。お蔭様で目標とした骨組

みは形作られてきましたが、まだまだ中身を充実させていかなければなりません。10 周年

の節目を迎えた今、初心を忘れずにママさんらしい知恵と工夫で地道な活動をし、連盟と

会員が一つになってバスケットボールを心から楽しめる場を作っていく事を願っています。 

長い間、変わらぬご指導ご支援をいただいております(財)日本バスケットボール協会、

各都道府県バスケットボール協会をはじめ、バスケットボール関係の皆様、朝日新聞社・

㈱アシックス・日本通運㈱・㈱モルテン・スポーツ安全協会・日本バスケットボール振興

会・運動科学研究所・日通商事㈱・他、各社様、関係の皆様に心から感謝いたしますとと

もに厚く御礼申し上げます。 

今後もよりよい連盟活動とするため、微力ながら真摯に取り組み次の世代に引き継いで

まいりますので、日本家庭婦人バスケットボール連盟に対し更なるご指導ご鞭撻を賜りま

すようよろしくお願い申し上げます。 
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            記念誌発刊にあたって 

 

 

 

 

日本家庭婦人バスケットボール連盟 

理事長      白谷 慶子 

 

日本家庭婦人バスケットボール連盟（以下日本連盟）は、多くの皆様のご支援、ご協力

を賜り、お陰様で 2007 年（平成 19）連盟設立 10 周年の節目の年を迎えることが出来まし

た。1997 年（平成 9）にママさん達の長年の願いであった日本連盟が設立され、翌年 7 月

栃木県宇都宮市で開催されました第 17 回全国大会時に、お世話になった皆様方とママさん

達で、設立記念式典を開かせていただきました。当初、47 都道府県のうち、県連盟数はわ

ずか 23 という状況で、チーム数は 401、登録者数は 5,205 名でのスタートとなりました。

その後順調に仲間作り、又組織作りが進んでおりましたが、2001 年(平成 13)に（財)日本

バスケットボール協会が導入した個人登録制度により、他連盟との重複登録の禁止、又財

政面での負担増により、チーム数は 344、登録者数は 4,742 名と、共に大幅な減少となり、

大変憂慮する状況になりました。しかしながら、多くの関係者の皆様方のお力添えと、マ

マさん達の地道な活動が実り、お陰様でここ 1～2 年増加の一途をたどっております。2007

年度（平成 19）には 41 の都道府県で県連盟が立ち上がり、それぞれの連盟が、活発に活

動しております。47 都道府県に連盟をという私達の願いも、あと僅かのところまで到達す

る事ができました。2007 年度(平成 19)はチーム数も 374、登録者数も 5,195 名となり、マ

マさんプレイヤーが増え続けております。これもひとえに、(財)日本バスケットボール協

会の皆様を始めとして、全国 47 都道府県協会の皆様、協賛、後援、協力各社の皆様方のご

尽力の賜物と心より感謝申し上げます。 

又、1995 年(平成 7)に第 1 回が開催されました関東ブロック大会を始めとして、現在で

は全国９ブロックすべてで、ブロック大会が開催されております。各々の地域のママさん

達が一同に会し、親睦を深めるという事は、全国大会とは違った意味で大変有意義な大会

だと思います。そして、ねんりんピック協賛イベントとして、50 歳以上のゴールデンシニ

アの大会も、今年で 6 回目を迎えております。ゴールデンシニアのママさん達も年々増え

ており、60 歳以上のママさんプレイヤーもコートで汗を流しております。普及の原点であ

るママさんバスケットボールも、生涯スポーツとしての仲間入りを果たしたといっても過

言ではないと思います。それぞれの年代のママさん達が、それぞれの年齢に合わせ、それ

ぞれが楽しくバスケットボールに接する事が出来るような連盟でありたいと願っておりま

す。まだまだ未成熟な連盟ではありますが、この設立 10 周年を大きなステップ台として、

更なる飛躍を目指し、連盟一同一丸となり、一層の努力をして参る所存でございます。ど

うぞ、これからもご指導ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

今回、日本連盟活動 10 年の足跡をたどる記録誌を発刊させて頂きました。ご高覧いた

だければ幸いに存じます。 
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50 20

26 0

47 15 44

31 23 55 31

32 31 25

17 32

Ｃブロック 決勝リーグ

29

35 48

26 45

36

40

48

優勝　     田沢湖クラブ 準優勝　秋田はまなす 第3位　秋田すみれ

47 46

20 51

28 32 37

61 39 54

25 31

43 33

27 37 21

56 32 37

54 52

32 37

優勝　福島フェニックス

第1回東北ママさんバスケットボール交歓大会
1999年（Ｈ11)9月18日（土）・19日（日）
秋田県仙北市  秋田県立田沢湖スポーツセンター

Ａブロック Ｂブロック

秋田すみれ (秋田） ＪＮＫレッツ (秋田）

ＭＢＣ (青森） チェリーズ山形 (山形）

ゆうゆうクラブ (秋田）
いちのせき
菜の花会

(岩手）

柏木クラブ (宮城） 秋田はまなす (秋田）

秋田こまち
クラブ

(秋田） 秋田すみれ

●34 - 38

仙萩クラブ (宮城） 秋田すみれ

秋田はまなす 田沢湖クラブ

●22 - 28 ●43 - 48

○38 - 34

うみねこ (青森）

田沢湖クラブ (秋田） 田沢湖クラブ ○48 - 43

秋田はまなす ○28 - 22

第2回東北ママさんバスケットボール交歓大会
2000年（Ｈ12)10月28日（土）・29日（日）
秋田県仙北市  秋田県立田沢湖スポーツセンター

ＰＯＯＬ Ａ ＦＩＮＡＬ

田沢湖ＢＢＣ (秋田） 秋田すみれ (秋田）

いーはとーぶ (岩手） Ｓｈｉｚｕｋｕｉｓｈｉ　Ｖｉｖｉｄ (岩手）

うみねこ (青森） 籠友クラブ (青森）

秋田すみれ (秋田） 福島フェニックス (福島）

交歓試合

福島西クラブ （福島) 田沢湖クラブ (秋田) 田沢湖ＢＢＣ　 (秋田)

うみねこ　　　　 （青森） 鶴岡ＯＧ会  (山形） 柏木クラブ　　 (宮城)

六郷ママさん　 (秋田)
いちのせき
菜の花会

(岩手)

いーはとーぶ　 (岩手) Ｋ・Ｍ・Ｃ　　　 (秋田)

準優勝　Ｓｈｉｚｕｋｕｉｓｈｉ　Ｖｉｖｉｄ 第３位　秋田すみれ
        籠友クラブ

東北ブロック
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59 51

24 49

53 22 27

37 34

54 37

34 65

20 23 26 44

58 49

42 優    勝　

35

22

29

46

18

41

70 31

34 43

41 27 23

25 33

38

Ｃブロック

49 38 26

22 40 62

51 60

36 35

29 72 33

65 24 77

優    勝　

33

40

39 43

33

第3回東北ママさんバスケットボール交歓大会
2001年（Ｈ13)9月8日（土）・9日（日）
秋田県仙北市  秋田県立田沢湖スポーツセンター

Ａブロック Ｂブロック

秋田すみれ (秋田） Ｋ・Ｍ・Ｃ (秋田)

福島ママクラブ (福島）
50

うみねこ （青森）
28

24

ＭＢＣ (青森） 柏木クラブ (宮城)

Ｃブロック Ｄブロック

田沢湖クラブ (秋田) ＪＮＫレッツ (秋田）

いーはとーぶ (岩手）
55

北桐クラブ (岩手）
22

仙萩クラブ (宮城) さがえクラブ (山形）

決勝トーナメント

秋田すみれ
田沢湖クラブ

Ｋ・Ｍ・Ｃ
準優勝 秋田すみれ

田沢湖クラブ
第３位 Ｋ・Ｍ・Ｃ

さがえクラブ
さがえクラブ

第4回東北ママさんバスケットボール交歓大会
2002年（Ｈ14)9月7日（土）・8日（日）
秋田県仙北市  秋田県立田沢湖スポーツセンター

Ａブロック Ｂブロック
籠友クラブ (青森)

田沢湖クラブ (秋田）

秋田すみれ (秋田）

ＭＢＣ (青森)
103 85

30

北桐ママさん (岩手）

都南ママ (岩手）

サムタイム (福島）

交歓試合

六郷ママさん (秋田） ＭＢＣ 鶴岡ＯＧ会

鶴岡ＯＧ会 (山形） サムタイム 北桐ママさん

いーはとーぶ (岩手） 秋田すみれ 都南ママ

Ｋ・Ｍ・Ｃ (秋田） いーはとーぶ Ｋ・Ｍ・Ｃ

決勝リーグ

田沢湖クラブ
籠友クラブ

籠友クラブ
56 準優勝 田沢湖クラブ

六郷ママさん
第３位 六郷ママさん

東北ブロック
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41 ― 24 いーはとーぶ

36 30

83 24 49 22 45

49 76 47 58

43

37 ― 22 47

50

Ｃブロック

27 - 46 田沢湖クラブ 27

40 66
26 63 56 36

43 51 51 35

48 43

48 -60 能代レディース 30

優勝　秋田すみれ

47 83

51 38 19 45

41 39 20 17

43 23

Ｃブロック

31 ― 48

21

53 32 58 52

44 35 17 49

30

13 ― 68

35 43 ― 22

44

51 42 24 31

46 54

51 21 20

46 32 ― 14

第5回東北ママさんバスケットボール交歓大会
2003年（Ｈ15)9月6日（土）・7日（日）
秋田県仙北市　秋田県立田沢湖スポーツセンター

Ａブロック Ｂブロック 交歓試合

都南クラブ  (岩手)
六郷ママ

サムタイム
(秋田) (岩手)

秋田すみれ (秋田) うみねこ

うみねこ     (青森) 鶴岡ＯＧ
アッパーズ 田沢湖ＢＢＣ

(青森) (秋田)
アッパーズ

決勝リーグ
いーはとーぶ

サムタイム
六郷ママ

(福島) (秋田)
能代レディース

秋田すみれ

田沢湖ＢＢＣ

田沢湖クラブ
鶴岡ＯＧ

都南クラブ
(山形) (秋田)

(秋田)

準優勝　六郷ママ 第３位　田沢湖クラブ

第6回東北ママさんバスケットボール交歓大会
             －東北ママさんバスケットボール連盟創立記念－

2004年（Ｈ16)9月4日（土）・5日（日）
秋田県仙北市　秋田県立田沢湖スポーツセンター・田沢町民体育館・田沢交流センター

Ａブロック Ｂブロック

秋田すみれ (秋田) 田沢湖クラブ

アッパーズ (青森) 都南クラブ (岩手)

Ｊ'ｓ クラブ (神奈川) 柏木クラブ (宮城)

Ｄブロック

ＪＮＫ (秋田)
能代レディース ＴＯＹＯＴＡ　ＳＵＮ

（秋田) (愛知)

福島レディース (福島)

仙萩クラブ (宮城)
いーはとーぶ(岩手) うみねこ(青森)

決勝トーナメント Ｅブロック  シニア

Ｊ'ｓ クラブ
福島レディース

シニア（福島)
ＴＯＹＯＴＡ　ＳＵＮ
　　シニア（愛知)

田沢湖クラブ

福島レディース

ＴＯＹＯＴＡ
 ＳＵＮ

ＭＢＣシニア 秋田シニア

(青森) (秋田)

東北ママさんバスケットボール連盟創立の記念として、愛知県と神奈川県のチームが特別参加

東北ブロック
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59 40 45 17

46 17 36 19

21 41

37 24

優勝　田沢湖クラブ

優勝　福島レディーズシニア

53 50

31 40 35 58

15 76 76 31

81 34

Ｃブロック

70 38

17 67 62 25

25 29 33 48

54 41

(宮城)

(青森)

（岩手）

(宮城)

45 30 50

51 56 31

優勝　秋田すみれ
優勝　ＭＢＣ

交歓試合

秋田すみれ 能代レディース アッパーズ いーはとーぶ

うみねこ 柏木クラブ 仙萩クラブ
福島レディース
シニア

ＴＯＹＯＴＡ
ＳＵＮ　シニア

ＪＮＫ

ＭＢＣ シニア 都南クラブ

一 般 の 部 準優勝　福島レディース 第３位　ＴＯＹＯＴＡ ＳＵＮ

シニアの部 準優勝　ＭＢＣシニア 第３位　ＴＯＹＯＴＡ ＳＵＮシニア

第7回東北ママさんバスケットボール交歓大会
2005年（Ｈ17)9月3日（土）・4日（日）
秋田県仙北市　秋田県立田沢湖スポーツセンター・田沢交流センター

Ａブロック Ｂブロック

能代
レディース

(秋田) 田沢湖クラブ (秋田)

都南クラブ (岩手) うみねこ (青森)

アッパーズ (青森) 角館クィーン (秋田)

決勝トーナメント

秋田すみれ (秋田) アッパーズ

北桐クラブ (岩手) 田沢湖クラブ

福島レディース (福島) 秋田すみれ

Ｄブロック　シニア

　 仙萩クラブ ＭＢＣ いーはとーぶ 柏木クラブ

仙萩クラブ ●17－35 ●24-32 ●14-26

○25-20

いーはとーぶ ○32-24 ●19-36 ●19-33

ＭＢＣ ○35-17 ○36-19

交歓試合

能代レディース 都南クラブ 角館クィーン

柏木クラブ ○26-14 ●20-25 ○33-19

うみねこ
福島
レディース

北桐クラブ

一 般 の 部 準優勝　田沢湖クラブ 第３位　アッパーズ
シニアの部 準優勝　柏木クラブ 第３位　いーはとーぶ

東北ブロック
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56 23

31 44 54 27

31 49 46 88

71 49

Ｃブロック

16 54

38 22 28 54

28 36 25 32

32 51

(青森)

（福島）

(秋田)

柏木クラブ

36 34 31

66 68 いーはとーぶ 43 23

67 39

35

25 49 47

45 53 29

優勝　マザーズ

優勝　ＭＢＣ

第8回東北ママさんバスケットボール交歓大会
2006年（Ｈ18)9月2日（土）・3日（日）
秋田県仙北市　秋田県立田沢湖スポーツセンター・田沢市民体育館

Ａブロック Ｂブロック

アッパーズ (青森) いーはとーぶ (岩手)

柏木クラブ (宮城) 田沢湖クラブ (秋田)

弥生クラブ (秋田) マザーズ (埼玉)

Ｄブロック

ミストレス (岩手) うみねこ (青森)

仙萩クラブ (宮城) 二ツ井ママさん (秋田)

大洗クラブ (茨城) Ｊ'ｓ クラブ (神奈川)

秋田すみれ

ＭＢＣ ○38－18 ○34-21 ○32-27

●25-33

Ｅブロック　シニア

ＭＢＣ 北桐シニアーズ 福島レディース

●23-33

●17-26

北桐シニアーズ (岩手) ●18-38

福島レディース ●21-34 ○33-25

弥生クラブ 田沢湖クラブ

秋田すみれ ●27-32 ○33-23 ○26-17

決勝トーナメント 交歓試合

マザーズ 仙萩クラブ

大洗クラブ アッパーズ Ｊ’ｓクラブ

シニアの部 準優勝　秋田すみれ 第３位　福島レディース

うみねこ Ｊ’ｓクラブ ミストレス

一 般 の 部 準優勝　うみねこ 第３位　弥生クラブ

東北ブロック
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75 31

17 24 29 49

66 36 41 40

14 30

20 27 ３位決定戦

19 28

40 23 37 37

32 44 33 25

49 32

18 33

40 39

25 18 27 41

45 55 30 26

24 35

23 0

68 26 20 41

40 45 41 22

25 25

41 ３位決定戦 9 ３位決定戦

19 49

44 57 25 35

10 35 46 21

41 24

36 31

36 38

28 38 21 30

27 12 24 19

31 35

23 44

9 21 32 27

17 54 32 43

52 66

38 ３位決定戦 77 ３位決定戦

55 19

57 21 42 30

36 33 25 29

61 18

41 35

54 23

23 52 42 20

47 13 52 32

9 28

7 マロニエＭ・Ｃ (栃木) 15
川口新郷婦人
バスケットクラブ

8
川口新郷婦人
バスケットクラブ

(埼玉) 16

ピュア (神奈川)

グリーンクラブ
日立クラブﾞ
サーティーズ

アペル (埼玉)

エンドレス

エンドレス (千葉)

6 グリーンクラブ (神奈川) 14

13
日立クラブﾞ
サーティーズ

(茨城) ピュア5 ジョーカー (東京) マロニエＭ・Ｃ

12 足利クラブ (栃木) 船橋ペパーミント4 常盤平
Ｈｕｍｐｔｙ　Ｄｕｍｐｔｙ

(千葉) 大洗mothers

2 韮花クラブ (山梨) 10

桐花クラブ

3 桐花クラブ (群馬) 11

船橋ペパーミント (千葉)

韮花クラブ 城沼クラブ

城沼クラブ (群馬)

足利クラブ

小平クラブ (東京)

1 大洗ｍｏｔｈｅｒｓ (茨城) 9

Ａブロック Ｂブロック

第2回関東ママさんバスケットボール交歓大会

1996年(Ｈ8)10月12日(土)・13日(日)
千葉県松戸市　松戸運動公園体育館

23 巴クラブ (神奈川) 31

巴クラブ

24
日立クラブﾞ
サーティーズ

(茨城) 32

ダイアナ東京 (東京)

小金原レディス 春日部ＫＭＣ
松戸
レディスシニア

(千葉)
松戸
レディスシニア

ウィンク (神奈川)

22 小金原レディス (千葉) 30

29 春日部ＫＭＣ (埼玉) ウィンク21 デロリアン (東京)
日立クラブﾞ
サーティーズ

28 大洗クラブ (茨城) 大洗クラブ20 ホピクラブ (神奈川) 吾妻クラブ

19 吾妻クラブ (群馬) 27

大宮
オールスターズ

(埼玉)

ホピクラブ ＦＢＬ

ＦＢＬ (千葉)

18 ザ・マザーズ弥生 (東京) 26

Ｃブロック Ｄブロック

17 ダンク (埼玉) 25 クラブ太田 (群馬)

ダンク クラブ太田

7 平塚クィーンズ (神奈川) 15

マロニエＭＣ

8 マロニエＭＣ (栃木) 16

多賀ママクラブ (茨城)

韮花クラブ 市川完我留

ザズ (神奈川)

ザズ

大宮とまと (埼玉)

6 韮花クラブ (山梨) 14

13 市川完我留 (千葉) 大宮とまと5 朝霞パインズ (埼玉) 平塚クィーンズ

12 レッドパンサー (山梨) レッドパンサー4 流山ファイブ (千葉) 城沼クラブ

2 那珂クラブ (茨城) 10

流山ファイブ

3 城沼クラブ (群馬) 11
３位決定戦

ＦＭＢＣ (千葉)

那珂クラブ ラ・メール

ラ・メール (東京)
マダム･マーメイド
クラブ

マダム･マーメイド
クラブ

(群馬)

1 Ｍ＆Ｍ (東京) 9

Ａブロック Ｂブロック

第1回関東ママさんバスケットボール交歓大会

1995年(Ｈ7)11月25日(土)・26(日)
千葉県船橋市　船橋アリーナ

関東ブロック
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33 41

34 42 30 33

30 35 25 30

26 39

27 ３位決定戦 22 ３位決定戦

28 58

33 28 45 39

28 26 44 49

34 7

16 76

20 27

55 7 63 33

27 39 67 64

41 31

38 43

33 45 28 18

22 25 32 30

39 21

46 ３位決定戦 38 ３位決定戦

14 23

37 34 25 20

20 35 58 34

36 17

37 14

45 20

38 26 56 37

38 19 67 26

43 18

84 57

9 29 33 41

61 42 51 25

5 33

35 ３位決定戦 34 ３位決定戦

21 20

45 21 43 26

53 35 25 28

67 19

30 42

58 42

28 45 40 10

27 24 26 51

47 28

23 渋川クラブ (群馬) 31

渋川クラブ

24 ラ・メール (東京) 32

サクセス (埼玉)

平塚クィーンズ 城沼クラブ

マロニエＭＣ (栃木)

マロニエＭＣ

ダンク (埼玉)

22 平塚クィーンズ (神奈川) 30

29 城沼クラブ (群馬) ダンク21
栃木
オールスターズ

(栃木) ラ・メール

28
バスケット亭
ファミリーズ

(千葉) 草加クラブ20 新松戸レディース (千葉) めばえクラブ

19 めばえクラブ (東京) 27

ヒバリ
デレッターズ

(東京)

新松戸レディース
バスケット亭
ファミリーズ

草加クラブ (埼玉)

18
美浦MMC
バスケット

(茨城) 26

Ｃブロック Ｄブロック

17 浦和ピンキー (埼玉) 25 ビギンＡクラブ (神奈川)
美浦MMC
バスケット

ヒバリ
デレッターズ

7 レッドパンサー (山梨) 15

レッドパンサー

8 桐花クラブ (群馬) 16

韮花クラブ (山梨)

Ｂフレンズ 韮花クラブ

ザ・マザーズ弥生 (東京)

春日部KMC

春日部KMC (埼玉)

6
烏山ママさん
ＢＢクラブ

(栃木) 14

13 ジョニーズ (神奈川) ジョニーズ5 Ｂフレンズ (茨城) 桐花クラブ

12 ブルースカイ (千葉) 吾妻クラブ4 川口レッツ (埼玉) 響ｸﾗﾌﾞ

2 金曜ｸﾗﾌﾞ (千葉) 10

川口レッツ

3 ジョーカー (東京) 11

日立クラブﾞ
サーティーズ

(茨城)

金曜ｸﾗﾌﾞ
A.O.B.C
リターンズA.O.B.C

リターンズ
(栃木)

ブルースカイ

吾妻クラブ (群馬)

1 響ｸﾗﾌﾞ (神奈川) 9

Ａブロック Ｂブロック

第3回関東ママさんバスケットボール交歓大会

1997年(Ｈ9)10月18日(土)・19日(日)
埼玉県草加市　草加市スポーツ健康都市記念体育館

23 ピエロクラブ (神奈川) 31

ピエロクラブ

24 かしわクラブ (千葉) 32

木更津クラブ (千葉)

渋川クラブ
美浦Ｍ・Ｍ
バスケット

ダイアナ東京 (東京)

川口ミルキー

川口ミルキー (埼玉)

22 渋川クラブ (群馬) 30

29
美浦Ｍ・Ｍ
バスケット

(茨城) 木更津クラブ21 越谷ＦＢＣ (埼玉) 越谷ＦＢＣ

28 浦和ピンキー (埼玉) ホピクラブ20 マザーズ (埼玉) マザーズ

19 ヒバリデレッターズ (東京) 27

オール葛飾Ｂ (東京)

ヒバリデレッターズ オリーブ

オリーブ (千葉)

18
横須賀
リトルクィーンズママ

(神奈川) 26

Ｃブロック Ｄブロック

17 とよさとクラブ (茨城) 25 ホピクラブ (神奈川)

とよさとクラブ オール葛飾Ｂ

関東ブロック
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21 26

37 15 33 30

24 18 33 29

37 31

34 ３位決定戦 37 ３位決定戦

30 17

20 40 22 43

40 37 57 14

48 31

29 32

32 16

45 31 63 24

51 46 24 40

37 54

25 44

51 59 27 39

46 8 28 37

39 33

61 ３位決定戦 44 ３位決定戦

12 17

39 26 36 41

31 35 28 29

24 36

38 34

41 29

42 18 37 37

43 34 38 42

22 32

42 46

31 28 25 20

32 36 17 66

51 60

25 ３位決定戦 49 ３位決定戦

48 26

29 44 38 29

44 42 17 27

56 24

19 37

66 17

23 41 32 26

29 27 24 33

47 39

7 オーバータイム (茨城) 15

オーバータイム

8 ビギン (神奈川) 16

金曜クラブ (千葉)

東山梨Ｍ.Ｂ.Ｃ 上野原アース

Ｍ･Ｍ･Ｃ (群馬)

Ｍ･Ｍ･Ｃ

小田原ママさんず (神奈川)

6 東山梨Ｍ.Ｂ.Ｃ (山梨) 14

13 上野原アース (山梨) 金曜クラブ5 ザ・マザーズ弥生 (東京) ビギン

12 Beni-mama (茨城)
浦和
ピンキー･ポップ

4 松戸レディース (千葉) 桐花クラブ

2 マロニエＭ.Ｃ (栃木) 10

入間テンダース

3 入間テンダース (埼玉) 11

浦和
ピンキー･ポップ

(埼玉)

マロニエＭ.Ｃ 松下クラブ

松下クラブ (栃木)

Ｂｅｎｉ-ｍａｍａ

ＮＢＣ (東京)

1 桐花クラブ (群馬) 9

Ａブロック Ｂブロック

第5回関東ママさんバスケットボール交歓大会

1999年(Ｈ11)10月23日(土)・24日(日)
神奈川県小田原市　小田原市総合文化体育館・小田原アリーナ

23
ヒバリ・
デレッターズ

(東京) 31

デイジー

24 デイジー (茨城) 32

草加クラブ (埼玉)

市川完我留 草加クラブ

緑地クラブＢ (東京)

秀友クラブ

秀友クラブ (群馬)

22 PUGNUS (神奈川) 30

29
日立 クラブ･
サーティーズ

(茨城)
日立 クラブ・
サーティーズ

21 市川完我留 (千葉) PUGNUS

28 小金原レディス (千葉) 行田ウィンク20 雀クラブ (栃木) クラブ太田

19 クラブ太田 (群馬) 27

高崎クラブ (群馬)

雀クラブ 小金原レディス

ピエロクラブ (神奈川)

18 川口リバウンズ (埼玉) 26

Ｃブロック Ｄブロック

17 AYUNA AGAINS (茨城) 25 行田ウィンク (埼玉)

AYUNA AGAINS 高崎クラブ

7
高崎
エレガンス

(群馬) 15

ジョーカー

8 ジョーカー (東京) 16

韮花クラブ (山梨)

児玉クラブ ピュア

ハローＢ・Ｃ (埼玉)

ハローＢ・Ｃ

ザ・マザーズ弥生 (東京)

6 児玉クラブ (埼玉) 14

13 ピュア (神奈川) 韮花クラブ5 ビギン (神奈川) ビギン

12 とよさとクラブ (茨城) エンジェルズ4 取手市選抜 (茨城)
鎌ヶ谷 ファースト
レディス

2
鎌ヶ谷 ファースト
レディス

(千葉) 10

取手市選抜

3
東山梨
Ｍ・Ｂ・Ｃ

(山梨) 11

Ｆ・Ｍ・Ｂ・Ｃ (千葉)
A・O・B・C
リターンズ

Ｆ・Ｍ・Ｂ・Ｃ

吾妻クラブ (群馬)

とよさとクラブ

エンジェルズ (栃木)

1
A・O・B・C
リターンズ

(栃木) 9

Ａブロック Ｂブロック

第4回関東ママさんバスケットボール交歓大会

1998年(Ｈ10)10月17日(土)・18日(日)
群馬県前橋市　群馬県総合スポーツセンター

関東ブロック
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39 39

54 41 23 26

43 27 25 34

46 45

43 ３位決定戦 26 ３位決定戦

52 42

37 36 42 34

41 46 30 43

18 42

38 35

39 29

22 37 51 24

41 39 47 57

40 39

25 53

38 72 30 41

28 26 37 39

48 49

8 ３位決定戦 38 ３位決定戦

91 54

57 31 43 45

45 42 27 16

36 40

29 24

40 24

45 30 43 33

43 54 18 30

27 41

23 50

38 39 35 46

37 47 39 30

36 23

24 ３位決定戦 29 ３位決定戦

50 43

34 23 24 33

56 43 27 44

44 47

11 14

22 42

51 21 32 26

28 37 31 23

61 29

23 Ｊ　Ｄｒｅａｍ (茨城) 31

Ｊ　Ｄｒｅａｍ

24 緑地クラブＡ (東京) 32

Ｌ・Ｂ・Ｃ (神奈川)

フレンズ Ｌ・Ｂ・Ｃ

デロリアン (東京)

Ｂｏｎｉｔａｓ

Ｂｏｎｉｔａｓ (茨城)

22 フレンズ (神奈川) 30

29 マザーズ (埼玉) デロリアン21 F.M.B.C. (千葉) F.M.B.C.

28 FATTYRABB (神奈川) FATTYRABB20 越谷ＦＢＣ (埼玉) 越谷ＦＢＣ

19 ウィンク (神奈川) 27

流山ファイブ (千葉)

ウィンク 新郷クラブ

新郷クラブ (埼玉)

18 かしわクラブ (千葉) 26

Ｃブロック Ｄブロック

17 Ｍ’ｓ (茨城) 25 多賀ママクラブ (茨城)

Ｍ’ｓ 流山ファイブ

7 高崎エレガンス (群馬) 15

レッドパンサー

8 レッドパンサー (山梨) 16

韮花クラブ (山梨)

大洗クラブ 韮花クラブ

高崎クラブ (群馬)

高崎クラブ

とよさとクラブ (茨城)

6 大洗クラブ (茨城) 14

13 ピエロクラブ (神奈川) ピエロクラブ5 ホピクラブ (神奈川) ホピクラブ

12 ラ・メール (東京) 木更津クラブ4
栃木
オールスターズ

(栃木) 緑地クラブＢ

2 緑地クラブＢ (東京) 10

新座クッキーズ

3 新座クッキーズ (埼玉) 11

木更津クラブ (千葉)

Ｍｏｎｄａｙクラブ AOBCリターンズ

AOBCリターンズ (栃木)

ビスケット

ビスケット (埼玉)

1 Ｍｏｎｄａｙクラブ (千葉) 9

Ａブロック Ｂブロック

第6回関東ママさんバスケットボール交歓大会

2000年(Ｈ12)10月14日(土)・15日(日)
茨城県ひたちなか市　ひたちなか市総合運動公園体育館

23 大宮とまと (埼玉) 31

クラブ太田

24 クラブ太田 (群馬) 32

津田沼クラッシュ (千葉)

キャッツアイ 津田沼クラッシュ
ヒバリ･
テレッターズ

(東京)

響クラブ

響クラブ (神奈川)

22 パグナス (神奈川) 30

29
浦和
ピンキー･パンサー

(埼玉)
浦和
ピンキー･パンサー

21 キャッツアイ (東京) 大宮とまと

28 ジョーカー (東京) 巴クラブ20 Ｍｏｔｈｅｒ　Ｇｏｏｓｅ (千葉) Ｌａｚｙ Ｂｏｎｅｓ

19 トパーズ (埼玉) 27

美浦ＭＭＣ
バスケット

(茨城)

トパーズ ＢＥＬＬＥＳ

ＢＥＬＬＥＳ (千葉)

18 Ｌａｚｙ Ｂｏｎｅｓ (茨城) 26

Ｃブロック Ｄブロック

17 綾瀬レディース (神奈川) 25 巴クラブ (神奈川)

綾瀬レディース
美浦ＭＭＣ
バスケット

関東ブロック
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47 38

36 40 49 51

30 33 56 50

46 34

52 ３位決定戦 29 ３位決定戦

24 43

38 53 30 31

26 29 33 37

58 36

20 34

33 32

17 23 48 39

17 33 24 36

47 58

23 41

42 33 21 55

51 27 47 29

25 17

30 ３位決定戦 51 ３位決定戦

31 27

31 26 30 49

38 28 32 30

33 40

20 47

34 21

23 31 58 57

37 25 61 20

21 22

34 53

35 31 64 23

34 61 38 39

58 60

56 ３位決定戦 20 ３位決定戦

50 49

36 22 26 30

60 21 34 63

42 50

40 32

23 56

57 38 34 51

23 35 49 37

51 47

7 ＢａＡＢａ (神奈川) 15

ＢａＡＢａ

8 ジョーカー (東京) 16

草加クラブ (埼玉)

中巨摩ＭＢＣ 草加クラブ

綾瀬レディース (神奈川)
日立クラブ
サーティーズ日立クラブ

サーティーズ
(茨城)

6 中巨摩ＭＢＣ (山梨) 14

13
鎌ヶ谷ファースト
レディース

(千葉) 綾瀬レディース5 高崎エレガンス (群馬) 高崎エレガンス

12 レッドパンサー (山梨) 益子クラブ4 Ｇ Ｍ Ｔ (千葉) Bonitas

2 Bonitas (茨城) 10

ＧＭ Ｔ

3 烏山マミーズ (栃木) 11

めばえクラブ (東京)

デイジー めばえクラブ

益子クラブ (栃木)

パーシーズ

パーシーズ (群馬)

1 デイジー (埼玉) 9

Ａブロック Ｂブロック

第8回関東ママさんバスケットボール交歓大会
2002年(Ｈ14)11月30日(土)・12月1日(日)
東京都台東区  台東リバーサイドスポーツセンター

23 あゆなアゲインズ (茨城) 31

レッドスターズ

24 レッドスターズ (神奈川) 32

スーパーモデルズ (茨城)

東山梨ＭＢＣ 平塚クィーンズ
浦和
ピンキーポップ

(埼玉)

秀友クラブ

秀友クラブ (群馬)

22 東山梨ＭＢＣ (山梨) 30

29 平塚クィーンズ (神奈川) スーパーモデルズ21 ＰＡＲＩＳ (東京) あゆなアゲインズ

28 常盤平レディス (千葉) パーシーズ20 レッドペッパーズ (埼玉) レッドペッパーズ

19 ＭＭＣ (群馬) 27

韮花クラブ (山梨)

ＭＭＣ 常盤平レディス

パーシーズ (群馬)

18 ザズ (神奈川) 26

Ｃブロック Ｄブロック

17 メイクラブ (千葉) 25 キャッツ・アイ (東京)

メイクラブ 韮花クラブ

7 ブレイクアウト (茨城) 15

ブレイクアウト

8 ＰＥＡＭＳ (千葉) 16

アメニティー (千葉)

足利クラブ アメニティー

Ｌａｚｙ Bones (茨城)

Lazy Bones

ザ・マザーズ弥生 (東京)

6 足利クラブ (栃木) 14

13 川口ＡＢＣ (埼玉) 川口ＡＢＣ5 Ｊ'ｓクラブ (神奈川) ＰＥＡＭＳ

12 クラブ太田 (群馬) クラブ太田4 中巨摩ＭＢＣ (山梨) ブルーインズ･レッツ

2 桐花クラブ (群馬) 10

中巨摩ＭＢＣ

3 Ｍ ＆ Ｍ (東京) 11

レッドパンサー (山梨)

桐花クラブ レッドパンサー

湘南ローズ (神奈川)

小金原レディス

小金原レディス (千葉)

1 ブルーインズ･レッツ (埼玉) 9

Ａブロック Ｂブロック

第7回関東ママさんバスケットボール交歓大会

2001年(Ｈ13)10月13日(土)・14日(日)
山梨県富士吉田市　鐘山体育館・富士北麓体育館

関東ブロック
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全国ママさんバスケットボール交歓大会の経緯
第1回～13回

大
会
回
数

開
催
年

開
催
地

都
道
府
県
数

チ
ー

ム
数

選
手
数

平
均
年
齢

平
均
身
長

備            考

1
1982年
（Ｓ57）

豊　田 18 27 348 33.5 160.0 （財）日本バスケットボール協会主催、（株）アシックス協賛

2
1983年
（Ｓ58）

千　葉 19 24 339 33.8 160.6 日韓親善大会

3
1984年
（Ｓ59）

神　戸 24 36 430 33.7 161.0 朝日新聞社後援

4
1985年
（Ｓ60）

名古屋 23 39 479 33.7 160.8 個人表彰を始める

5
1986年
（Ｓ61）

草　加 22 40 493 33.5 160.8

6
1987年
（Ｓ62）

二　見 22 40 493 33.6 160.7

7
1988年
（Ｓ63）

奈　良 29 48 670 34.4 161.5
大会名称の変更
「全国家庭婦人バスケットボール交歓大会」から
「全国ママさんバスケットボール交歓大会」に変更

8
1989年
（Ｈ元）

岩城町 30 56 670 35.3 161.2 シニアの部（40歳以上）ブロックを設ける。日韓親善大会

9
1990年
（Ｈ2）

須　坂 33 64 798 36.6 161.4

日本通運（株）協賛、スポーツ安全協会協力

日本選抜チーム韓国遠征（秋田・長野合同チーム）

10
1991年
（Ｈ3）

松　山 30 64 793 36.3 161.2 日韓親善大会

11
1992年
（Ｈ4）

山　口 35 64 810 36.3 161.2 日本選抜チーム韓国遠征（山口・愛媛合同チーム）

12
1993年
（Ｈ5）

大　津 39 64 814 36.2 161.6 日韓親善大会

13
1994年
（Ｈ6）

岩城町 33 64 816 37.7 161.5 日本選抜チーム韓国遠征（滋賀・秋田合同チーム）

※第1回～第6回までは「全国家庭婦人バスケットボール交歓大会」の名称
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全国ママさんバスケットボール交歓大会の経緯
第14回～26回

大
会
回
数

年
開
催
地

都
道
府
県
数

チ
ー

ム
数

選
手
数

平
均
年
齢

平
均
身
長

備            考

14
1995年
（Ｈ7）

阿蘇町 35 64 823 37.7 161.5 個人表彰取りやめる

15
1996年
（Ｈ8）

音更町 32 80 1092 37.8 161.6
15回記念大会（16チーム増で全80チーム）
日本選抜チーム韓国遠征（熊本・北海道合同チーム）

16
1997年
（Ｈ9）

六日町 34 72 989 38.1 161.7
普及部の任意団体として
「日本家庭婦人バスケットボール連盟」設立　（7月25日）

17
1998年
（Ｈ10）

宇都宮 35 80 1097 37.7 161.9
日本家庭婦人バスケットボール連盟設立記念大会
日本家庭婦人バスケットボール連盟設立記念式典

18
1999年
（Ｈ11）

仙　台 34 64 913 37.2 162.2 参加者が一箇所に宿泊する（秋保温泉）

19
2000年
（Ｈ12）

宮　崎 36 72 948 39.5 162 4年振りに韓国遠征復活

20
2001年
（Ｈ13）

横　浜 39 90 1135

一般36.5 162.2 20回記念大会
今大会の記念としてゴールデンシニアの部（平均年齢51.7）を開設
（財）日本バスケットボール協会の加盟団体となる
日韓ママさんバスケットボール親善大会ｼﾆｱ44.1 160.7

21
2002年
（Ｈ14）

安　城 37 80 1058

一般36.3 162.5 日本選抜チーム韓国遠征（神奈川チーム）
競技規則により、ピリオド制採用
加盟登録チーム数で都道府県の推薦チーム数を決めるｼﾆｱ46.0 161.1

22
2003年
（Ｈ15）

東　京 41 72 973

一般36.8 162.4 初の１会場開催。
6コートで9ブロックの運営で試合日数が3日間となる
日韓ママさんバスケットボール親善大会
シニアの部の参加年齢が43歳以上になるｼﾆｱ48.2 160.6

23
2004年
（Ｈ16）

静　岡 38 80 1081

一般36.6 163 日本選抜チーム韓国遠征（東京のNBC単独チーム）
43歳以上の独身者2名までエントリー可
競技規則により新ルール採用、及び6号ボールに変更になるｼﾆｱ47.6 161.4

24
2005年
（Ｈ17）

広　島 39 80 1089

一般38.1 162.8
日韓ママさんバスケットボール親善大会
競技規則により新ルール採用

ｼﾆｱ47.4 160.9

25
2006年
（Ｈ18）

水　戸 35 80 1267

一般38.3 162.9
日本選抜チーム韓国遠征（広島チーム）
競技規則により新ルール採用

ｼﾆｱ48 161.5

26
2007年
（Ｈ19）

船 橋 38 80 1236

一般38.7 162.9 日本家庭婦人バスケットボール連盟設立10周年記念大会
日本家庭婦人バスケットボール連盟設立10周年記念式典
球技規則により新ルール採用
日韓ママさんバスケットボール親善大会ｼﾆｱ47.9 161.7
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全国ママさんバスケットボール交歓大会
チーム及び個人成績

第1回～第7回

*  ○の数字は優勝回数を表す

回数
開催地

ブロック
優勝チーム 準優勝チーム

チーム名 * 県　名 優秀選手賞 チーム名 県　名 敢闘選手賞

第1回

豊田市
(愛知県）

Ａ スリーダイヤ 愛  知

この間は
個人表彰は
ありません

M・B・Cクラブ 青  森

この間は
個人表彰は
ありません

Ｂ 木更津東高クラブ ① 千  葉 岡崎婦人クラブ 愛  知

Ｃ 仙萩クラブ 宮  城 金曜クラブ 千  葉

Ｄ 眉峰クラブ 徳  島 越ヶ谷市婦人 埼  玉

Ｅ 松戸レディス ① 千  葉 長野クラブ 長  野

Ｆ あきれた会 ① 福  井 ジョニーズクラブ 神奈川

Ｇ 緑地クラブ ① 東  京 グリーンクラブ 奈  良

Ｈ 清水西クラブ 静  岡 T・L・C 三  重

Ｉ 加茂クラブ ① 岐  阜 びわこクラブ 滋  賀

第2回

千葉市
（千葉県）

Ａ ジョニーズクラブ ① 神奈川 松戸レディス 千  葉

Ｂ 東芝OG横浜クラブ 神奈川 仙萩クラブ 宮  城

Ｃ 木更津クラブ ② 千  葉 清水西クラブ 静  岡

第3回

神戸市
（兵庫県）

Ａ ユニチカ京都クラブ 京  都 緑地クラブ 東  京

Ｂ 那珂クラブ ① 茨  城 大阪五月クラブ 大  阪

Ｃ 加茂クラブ ② 岐  阜 あきれた会 福  井

Ｄ 福岡MMC 福  岡 長野クラブ 長  野

第4回

名古屋市
（愛知県）

Ａ 小松OG ① 石  川 嵐　久美子 緑地クラブ 東  京 斉藤　喜佐子

Ｂ あきれた会 ② 福  井 太田　真理子 仙萩クラブ 宮  城 高橋　貞子

Ｃ エコーズ岡崎 ① 愛  知 前島　陽子 P・Tオペック 大  阪 金子　きくよ

Ｄ 須坂ママ ① 長  野 月岡　清子 コスモス 広  島 河野　淳子

Ｅ 岐阜加茂クラブ ③ 岐  阜 中路　さえ子 木更津クラブ 千  葉 小林　なおみ

第5回

草加市
（埼玉県）

Ａ 木更津クラブ ③ 千  葉 関根　久美子 小松OG 石  川 村上　美津子

Ｂ ダイアナ東京 ① 東  京 臼井　順子 ジョニーズ 神奈川 後藤　淳子

Ｃ P・Tオペック ① 大  阪 金子　きくよ コスモス 広  島 田中　知里

Ｄ 池の川多賀クラブ 茨  城 阿部　幸江 Ｋ･Ｋクラブ 埼  玉 成瀬　正子

Ｅ 那珂クラブ ② 茨  城 藤原　喜美子 ビッグ・ママ 静  岡 前田　美佐江

第6回

二見市
（三重県）

Ａ 木村クラブ ① 大  阪 木谷　直美 コスモス 広  島 竹内　久留美

Ｂ P・Tオペック ② 大  阪 木原　みはる 上染クラブ 長  野 中沢　美枝子

Ｃ 小松OG ② 石  川 開地　まり子 長野クラブ 長  野 西沢　裕美子

Ｄ 松戸レディス ② 千  葉 田中　典子 玉名クラブ 熊  本 村田　志乃美

Ｅ ジョニーズクラブ ② 神奈川 永井　かず子 ブルースカイ 千  葉 田中　径子

第7回

奈良市
（奈良県）

Ａ 松戸レディス ③ 千  葉 倉持　栄 アゲインズ 兵  庫 花川　光子

Ｂ 小松ＯＧ ③ 石  川 村上　美津子 緑地クラブ 東  京 真崎　八栄子

Ｃ 長野クラブ ① 長  野 西沢　裕美子 アダルト 山  口 塔野　三恵子

Ｄ ジョニーズクラブ ③ 神奈川 斎藤　一枝 アカシアOG 北海道 鈴木　幸恵

Ｅ P・Tオペック ③ 大  阪 浜口　喜代子 グリーンクラブ 奈  良 山本　恵美子

Ｆ エコーズ岡崎 ② 愛  知 前島　陽子 浦和ピンキー 埼  玉 海老原　矩子

*個人表彰は第４回から第１３回まで行なわれた
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全国ママさんバスケットボール交歓大会
チーム及び個人成績

第8回～第13回
*  ○の数字は優勝回数を表す

回数
開催地

ブロック
優勝チーム 準優勝チーム

チーム名 * 県　名 優秀選手賞 チーム名 県　名 敢闘選手賞

第8回

岩城町
（秋田県）

Ａ 松戸レディス ④ 千  葉 林　美恵子 コスモス 広　島 落合　博子

Ｂ かもめクラブ ④ 岐  阜 戸谷　修美 マロニエM・C 栃　木 瀧　信子

Ｃ アカシアOG 北海道 石黒　真理子 長野クラブ 長　野 高木　悦子

Ｄ 木村クラブ ② 大  阪 津田　みどり ジョニーズクラブ 神奈川 柳沢　和子

Ｅ 葛飾区マリア･クラブ ① 東  京 佐々木　良子 新居クラブ 静　岡 徳増　美幸

Ｆ 玉名クラブ 熊　本 中野　典子 ブルースカイ 千　葉 高橋　弘美

Ｇ ビッグ・ママ 静　岡 海野　年子 松戸レディス（OF） 千　葉 谷中　照子

第9回

須坂市
（長野県）

Ａ 須坂クラブ ② 長　野 黒岩　孝枝 マロニエM ・C 栃　木 池内　英子

Ｂ 長野クラブ ② 長　野 白谷　慶子 若葉クラブ 滋　賀 山本　知恵子

Ｃ 木村クラブ ③ 大　阪 木村　美智子 佐久クラブ 長　野 上田　百合香

Ｄ ブルースカイ ① 千　葉 林　昌子 玉名クラブ 熊　本 成田　寿美子

Ｅ ファミリークラブ ① 鹿児島 黒江　千賀子 コスモス 広　島 内海　紀子

Ｆ 葛飾区マリアクラブ ② 東　京 菅野　真理 松戸レディス 千　葉 須賀　久美子

Ｇ 東京シニアクラブ ① 東　京 藤野　洋子 ビッグ・ママ 静　岡 中山　裕子

Ｈ グリーンクラブ 神奈川 月岡　友子 春日部ＫＭＣ 埼　玉 吉田　和枝

第10回

松　山
（愛媛県）

Ａ カタリナクラブ 愛　媛 瀬良　泉 多治見エルクラブ 岐　阜 原田　典子

Ｂ ダイアナ東京 ② 東　京 橋本　不二子 新居クラブ 静　岡 渡辺　朋子

Ｃ 小松OG ④ 石　川 山田　真理 佐久クラブ 長　野 高橋　ひろみ

Ｄ 木村クラブ ④ 大　阪 中谷　尚美 マロニエM ・C 栃　木 磯川　治美

Ｅ 葛飾区マリアクラブ ③ 東　京 森下　みゆき ドリーム 山　口 江夏　久美子

Ｆ ジョニーズクラブ ④ 神奈川 斉藤　澄子 ブルースカイ 千　葉 井上　由美子

Ｇ 高崎クラブ（シニア） 群　馬 小泉　千恵子 柏金曜クラブ 千　葉 大島　よし子

Ｈ 須坂クラブ ③ 長　野 神田橋　裕子 うみねこ 青　森 越善　孝子

第11回

山口市
（山口県）

Ａ 葛飾区マリアクラブ ④ 東　京 井手　佳代子 旭川ラビッツ 北海道 前野　静枝

Ｂ 松戸レディス ⑤ 千　葉 木村　基子 済美クィーン 愛　媛 岡田　宏美

Ｃ 加茂女クラブ ⑤ 岐　阜 足立　頼子 ビスケットクラブ 京　都 梶原　淳子

Ｄ コスモス ① 広　島 池田　真由美 多賀ママクラブ 茨　城 福田　好子

Ｅ 鳥栖クラブ 佐　賀 町　純子 びわこクラブ 滋　賀 長田　玲子

Ｆ M&M ① 東　京 牧野　須江 直方クラブ 福　岡 古野　実祐希

Ｇ 長野クラブ ③ 長　野 毛塚　明子 東京シニアクラブ 東　京 榊原　みどり

Ｈ ジョニーズmama ① 神奈川 村田　京子 エコーズ岡崎 愛　知 小田　紀子

第12回

大津市
（滋賀県）

Ａ 直方クラブ 福　岡 伊藤　光恵 帯広メークイン 北海道 吉田　美恵子

Ｂ 葛飾区マリアクラブ ⑤ 東　京 手塚　七重 あきれた会 福　井 斉藤　貴子

Ｃ アゲインズ ① 兵　庫 佐々木　みゆき チャリダ 島　根 永島　恵子

Ｄ コスモス ② 広　島 寺田　静代 めだかクラブ 熊　本 中村　幸枝

Ｅ 常盤平レディース ① 千　葉 上田　保子 宇部クラブ 山　口 和田　泰子

Ｆ ファミリークラブ ② 鹿児島 松尾　佳子 済美クィーン 愛　媛 中平　五十鈴

Ｇ ジョニーズmama ② 神奈川 吉田　怜子 東京シニアクラブ 東　京 佐藤　美智子

Ｈ 中巨摩MBC ① 山　梨 志村　真弓 高崎クラブ 群　馬 小林　享子

第13回

岩城町
（秋田県）

Ａ マロニエM・C 栃　木 増田　紀江 ビスケットクラブ 京　都 橋本　洋江

Ｂ 秋田すみれクラブ 秋　田 飯坂　恵子 トヨタＯＧ 愛　知 横尾　弘子

Ｃ 田沢湖クラブ 秋　田 白川　直美 アゲインズ 兵　庫 矢野　正子

Ｄ M&M ② 東　京 草野　晴美 ジョニーズクラブ 神奈川 安部　美津子

Ｅ 葛飾区マリアクラブ ⑥ 東　京 塩屋園　宏美 常盤平レディース 千　葉 岩ノ上　英子

Ｆ 北桐ママさん 岩　手 小島　芳子 小松ＯＧ 石　川 山下　外茂子

Ｇ シニア秋田 秋　田 下総　協子 東京シニア選抜 東　京 橋本　不二子

Ｈ 松本クラブ 長　野 杉本　常子 ジョニーズmama 神奈川 塩谷　悦子

*個人表彰は第４回から第１３回まで行なわれた

71



全国ママさんバスケットボール交歓大会
チーム成績

第14回～第19回
*  ○の数字は優勝回数を表す

回数
開催地

ﾌﾞﾛｯｸ
優勝チーム 準優勝チーム 第三位チーム

チーム名 * 県　名 チーム名 県　名 チーム名 県　名

第14回

阿蘇町
（熊本県）

A 高崎エレガンスクラブ ① 群　馬 新居浜バスケットボールクラブ 愛　媛 玉名クラブ 熊　本

B 松戸レディス ⑥ 千　葉 フリッパーズ 大　阪 ジョニーズクラブ 神奈川

C 新潟Mis ① 新　潟  宇部クラブ  　　　　　　　　 山　口 加茂女クラブ 岐　阜

D ALL葛飾 ⑦ 東　京 MOTOKIMURA 大　阪 ファミリークラブ 鹿児島

E 常盤平レディース ② 千　葉 コスモス 広　島 緑地クラブ 東　京

F 川口A・B・C 埼　玉 ながさき“お蝶婦人” 長　崎 旭川ラビッツ 北海道

G ジョニーズｍａｍａ ③ 神奈川 メイクラブ 千　葉 松本クラブ 長　野

H 東京シニア選抜 ② 東　京 熊本クラブ 熊　本 浦和ピンキー 埼　玉

第15回

音更町
（北海道）

A 緑地クラブ ② 東　京 岡山ミックスクラブ 岡　山 フカガワ 長　野

B 見附台クラブ 神奈川 籠友クラブ 青　森 増田クラブ 秋　田

C 松戸レディス ⑦ 千　葉 玉名クラブ 熊　本 高崎エレガンスクラブ 群　馬

D オール葛飾 ⑧ 東　京 清水西クラブ 静　岡 コットン・クラブ 山　口

E デイジーダック ① 大　阪 カンガルー 滋　賀 小松OG球子倶楽部 石　川

F ザ・マザーズ弥生 ① 東　京 完我留 千　葉 六郷ママさんバスケット 秋　田

G F．M．B．C 千　葉 アカシアOG 北海道 長野クラブ 長　野

H 長野クラブシニア ④ 長　野 朝霞パインズ 埼　玉 ピュアズ 北海道

I 東京シニア選抜A ③ 東　京 ジョニーズｍａｍａ 神奈川 柏木クラブ 宮　城

J ブルースカイ ② 千　葉 東京シニア選抜B「緑地クラブ｣ 東　京 F．B．C 埼　玉

第16回

六日町
（新潟県）

Ａ 新潟Ｍｉｓ ② 新　潟 高崎エレガンス 群　馬 多賀ママクラブ 茨　城

Ｂ 常盤平ハンプティｰダンプティｰ ③ 千　葉 栃木オールスターズ 栃　木 宮崎マザーズ 宮　崎

Ｃ 葛飾Ｃ ⑨ 東　京 マーマーズ 神奈川 コスモス 広　島

Ｄ 鹿本郡市 熊　本 デイジーダック 大　阪 マザーズ 埼　玉

Ｅ 加茂女クラブ ⑥ 岐　阜 横須賀リトルクイーンズママ 神奈川 新居浜クラブ 愛　媛

Ｆ 緑地クラブ ③ 東　京 マロニエＭ・Ｃ 栃　木 スキップ 兵　庫

Ｇ 中巨摩Ｍ．Ｂ．Ｃ． ② 山　梨 高崎クラブ 群　馬 東京シニア 東　京

Ｈ ジョニーズｍａｍａ ④ 神奈川 熊本県 熊　本 メイクラブ 千　葉

Ｉ ケイジャー ① 長　野 浜松ＭＢＣ 静　岡 ＴＯＹＯＴＡ　ＳＵＮ 愛　知

第17回

宇都宮市
（栃木県）

Ａ 栃木オールスターズ 栃　木 北見クラブＯＧ 北海道 浦和ピンキー 埼　玉

Ｂ フカガワ 長　野 ハンプティ･ダンプティ 千　葉 倉敷藤花 岡　山

Ｃ 松戸レディス ⑧ 千　葉 緑地クラブ 東　京 マロニエＭ・Ｃ 栃　木

Ｄ 商工かつみクラブ ① 神奈川 桐花クラブ 群　馬 新潟Ｍｉｓ 新　潟

Ｅ Ｍ&Ｍ ③ 東　京 アゲインズ 兵　庫 あきれた会 福　井

Ｆ ＮＢＣ ⑩ 東　京 ゆうゆうクラブ 岩　手 多治見エルクラブ 岐　阜

Ｇ 秋田ＦＤＩ 秋　田 籠友クラブ 青　森 佐久クラブ 長　野

Ｈ ジョニーズｍａｍａ ⑤ 神奈川 北桐シニアーズ 岩　手 眉峰ＯＧ 徳　島

Ｉ ＧＡＮＢＡＢＡ大阪 ① 大　阪 東京シニア 東　京 Ｍ・Ｍ・Ｃ 群　馬

J 多賀リフレイン 茨　城 長野クラブシニア 長　野 中巨摩Ｍ・Ｂ・Ｃ 山　梨

第18回

仙台市
（宮城県）

Ａ ハンプティ・ダンプティ ④ 千　葉 商工かつみクラブ 神奈川 オールスターズ 栃　木

Ｂ Ｍ　Ｉ　Ｘ 宮　城 酒田クラブ 山　形 コスモス 広　島

Ｃ 緑地クラブ ④ 東　京 多治見エルクラブ 岐　阜 アゲインズ 兵　庫

Ｄ Ｗｉｔｈ 宮　城 烏山マミーズ 栃　木 新居浜バスケットボールクラブ 愛　媛

Ｅ デイジーダック ② 大　阪 長野クラブ 長　野 多賀ママクラブ 茨　城

Ｆ ゆうゆうクラブ 岩　手 チェリーズ山形 山　形 ＬＡＤＹ　ＳＨＩＰ 静　岡

Ｇ ジョニーズｍａｍａ ⑥ 神奈川 東京シニア選抜 東　京 メイクラブ 千　葉

Ｈ 北桐シニアーズ 岩　手 川口リバウンズ 埼　玉 高崎クラブ 群　馬

第19回

宮崎市
（宮崎県）

Ａ ハンプティ・ダンプティ　　 ⑤ 千　葉 Ｍ&Ｍ 東　京 フカガワ 長　野

Ｂ マインドパース・ママ 愛　知 浦和ピンキーパンサー 埼　玉 アゲインズ 兵　庫

Ｃ 宮崎 宮　崎 長野クラブ 長　野 亜仁麻留 大　阪

Ｄ Ｓｏｕｔｈ　Ｗｉｎｄｓ 福　岡 ザ・マザーズ弥生 東　京 桐花クラブ 群　馬

Ｅ パグナス 神奈川 Bｅｎｉ－ｍａｍａ 茨　城 多治見エルクラブ 岐　阜

Ｆ NMBC 長　崎 都城 宮　崎 松戸レディス 千　葉

Ｇ ジョニーズｍａｍａ ⑦ 神奈川 鳥栖クラブ 佐　賀 レッドペッパーズ 埼　玉

Ｈ 船橋ペパーミント ① 千　葉 豊川マミーズ 愛　知 ＧＡＮＢＡＢＡ大阪 大　阪

Ｉ ケイジャーシニア ② 長　野 完我留 千　葉 コスモスシニア 広　島
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全国ママさんバスケットボール交歓大会
 チーム成績
第20回～第25回

*  ○の数字は優勝回数を表す

回数
開催地

ﾌﾞﾛｯｸ
優勝チーム 準優勝チーム 第三位チーム

チーム名 * 県　名 チーム名 県　名 チーム名 県　名

第20回

横浜市
（神奈川県）

Ａ 緑地クラブA ⑤ 東　京 金曜クラブ 千　葉 商工かつみクラブ 神奈川

Ｂ NBC ⑪ 東　京 パグナス 神奈川 籠友クラブ 青　森

Ｃ 岐陽クラブ 山　口 新居浜クラブ 愛　媛 ENDLESS 静　岡

Ｄ コスモス ③ 広　島 仙萩クラブ 宮　城 秋田すみれ 秋　田

Ｅ 高崎エレガンス ② 群　馬 多賀ママクラブ 茨　城 くしろ中田クラブ 北海道

Ｆ ウインク 兵　庫 新潟Ｍｉｓ 新　潟 ONODA 山　口

Ｇ アットホームズ 秋　田 鎌ヶ谷ファーストレディース 千　葉 佐久クラブ 長　野

Ｈ ジョニーズｍａｍａ ⑧ 神奈川 多賀リフレイン 茨　城 ＧＡＮＢＡＢＡ大阪 大　阪

Ｉ 長野クラブシニア ⑤ 長　野 ダイアナ東京 東　京 ファミリーズ 和歌山

J 川口リバウンズ 埼　玉 GMT 千　葉 ホピクラブ 神奈川

第21回

安城市
(愛知県)

Ａ Ｈｕｍｐｔｙ・Ｄｕｍｐｔｙ ⑥ 千　葉 緑地クラブA 東　京 響クラブ 神奈川

Ｂ NBC ⑫ 東　京 吉田体協オレンジクィーン 愛　媛 エンジェルス 愛　知

Ｃ 商工かつみクラブ ② 神奈川 フカガワミセス 長　野 韮崎ママクラブ 山　梨

Ｄ 松戸レディス ⑨ 千　葉 RJＣ 滋　賀 B★LIKE 京　都

Ｅ 藤枝南PLUMADE 静　岡 佐久クラブ 長　野 多治見エルクラブ 岐　阜

Ｆ ザ・マザーズ弥生 ② 東　京 パグナス 神奈川 長野クラブ 長　野

Ｇ Ｓｕｃｃｅｓｓ 愛　知 J’ｓクラブ 神奈川 浦和ピンキーパンサー 埼　玉

Ｈ ダイアナ東京 ③ 東　京 入間テンダース 埼　玉 ホピシニア 神奈川

Ｉ 船橋ペパーミント ② 千　葉 北桐シニアーズ 岩　手 MBC 青　森

J LOVELY京都 京　都 若葉クラブ 滋　賀 仙萩クラブ 宮　城

第22回

渋谷区
（東京都）

Ａ 商工かつみクラブ ③ 神奈川 緑地クラブA 東　京 コスモス 広　島

Ｂ ザ・マザーズ弥生 ③ 東　京 響クラブ 神奈川 Ｍｏｔｈｅｒ　Ｇｏｏｓｅ 千　葉

Ｃ 韮崎ラッキーＭａｍ'ｓ 山　梨 Ｍａｒｃｈｉｎ'ｓ 京　都 小松OG球子倶楽部 石　川

Ｄ アゲインズ ② 兵　庫 ARASHI 大　阪 あきれた会 福　井

Ｅ 能代レディース 秋　田 宮崎 宮　崎 多賀ママクラブ 茨　城

Ｆ STEP・ONE 熊　本 RJＣ 滋　賀 FBLC 千　葉

Ｇ ダイアナ東京 ④ 東　京 GMT 千　葉 多賀リフレｲン 茨　城

Ｈ 頑婆大阪 ② 大　阪 MIYAZAKI・C 宮　崎 MBC 青　森

Ｉ ジョニーズｍａｍａ ⑨ 神奈川 北桐シニアーズ 岩　手 清水西クラブ 静　岡

第23回

静岡市
（静岡県）

Ａ 緑地クラブA ⑥ 東　京 TNK・響 神奈川 F．M．B．C 千　葉

Ｂ 商工かつみクラブ ④ 神奈川 ザ・マザーズ弥生 東　京 Ｍａｒｃｈｉｎ’ｓ 京　都

Ｃ コスモス ④ 広　島 藤枝南PLUMADE 静　岡 金曜クラブ 千　葉

Ｄ オンマーズ 大　阪 烏山マミーズ 栃　木 JAMんちょ 愛　知

Ｅ 入間テンダース 埼　玉 鎌ヶ谷ファーストレディス 千　葉 長野クラブ 長　野

Ｆ NBC ⑬ 東　京 佐久クラブ 長　野 倉敷藤花 岡　山

Ｇ さがえくらぶ 山　形 桜香クラブ 兵　庫 Ｓｕｒｐｒｉｓｅ 三　重

Ｈ ダイアナ東京 ⑤ 東　京 Ｍ'ｓ岡山 岡　山 マロニエＭ・Ｃ 栃　木

Ｉ ジョニーズｍａｍａ ⑩ 神奈川 多賀リフレイン 茨　城 LOVELY京都 京　都

J ケイジャーママシニア ③ 長　野 浜松MBC 静　岡 花園ママさんクラブ 香　川

第24回

広島市
（広島県）

Ａ ブルーインズ・レッズ 埼　玉 ハンプティ・ダンプティ　　 千　葉 緑地クラブA 東　京

Ｂ コスモス ⑤ 広　島 Ｍａｒｃｈｉｎ’ｓ 京　都 NBC 東　京

Ｃ 佐久クラブ 長　野 TOYOTA　SUN 愛　知 あきれた会 福　井

Ｄ 多治見エルクラブ 岐　阜 BOSE 茨　城 ARASHI 大　阪

Ｅ RJＣ 滋　賀 宮崎 宮　崎 多賀ママクラブ 茨　城

Ｆ J’ｓクラブ 神奈川 ウインク 兵　庫 高知クラブ(B）HACHIKIN 高　知

Ｇ 長野クラブ ④ 長　野 Ｌａｚｙ　Ｂｏｎｅｓ 茨　城 デイジーダック 大　阪

Ｈ 津田沼クラッシュシニア 千　葉 LOVELY京都 京　都 ジョニーズｍａｍａ 神奈川

Ｉ PARIS・D東京 ⑥ 東　京 多賀リフレｲン 茨　城 入間テンダース 埼　玉

J GMT 千　葉 長野クラブシニア 長　野 西神ママドルS 兵　庫

第25回

水戸市
（茨城県）

Ａ 商工かつみクラブ ⑤ 神奈川 緑地クラブA 東　京 マザーズ 埼　玉

Ｂ TNK・響 神奈川 アゲインズ 兵　庫 BOSE 茨　城

Ｃ NBC ⑭ 東　京 Ｍｏｔｈｅｒ　Ｇｏｏｓｅ 千　葉 新居浜クラブ 愛　媛

Ｄ Ｊ’ｓクラブ ② 神奈川 ARASHI 大　阪 浦和ピンキーパンサー 埼　玉

Ｅ うみねこ 青　森 福島レディース 福　島 佐久クラブ 長　野

Ｆ Ｌａｚｙ　Ｂｏｎｅｓ 茨　城 仙萩クラブ 宮　城 オンマーズ 大　阪

Ｇ ザ・マザーズ弥生 ④ 東　京 長野クラブ 長　野 湘南ローズ 神奈川

Ｈ 船橋ペパーミント ③ 千　葉 長野クラブシニア 長　野 LOVELY京都 京　都

Ｉ PARIS・D東京 ⑦ 東　京 銀河オーバンズ 大　阪 浜松MBC 静　岡

J ホピシニア 神奈川 ＭＭＣ 群　馬 マロニエＭ・Ｃ 栃　木
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全国ママさんバスケットボール交歓大会
都道府県別参加チーム数一覧

（第1回～第14回）

回    数 第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回 第9回 第10回 第11回 第12回 第13回 第14回

開催年 1982年 1983年 1984年 1985年 1986年 1987年 1988年 1989年 1990年 1991年 1992年 1993年 1994年 1995年

開催地 豊田 千葉 神戸 名古屋 草加 二見 奈良 岩城町 須坂 松山 山口 大津 岩城町 阿蘇町

都道府県名 (愛知) （千葉） （兵庫） (愛知) （埼玉） （三重） （奈良） （秋田） （長野） （愛媛） （山口） （滋賀） （秋田） (熊本)

北海道 2 3 2 1 1 1 2 2

青　森 1 1 2 1 1 1 1 2 1

岩　手 2 2 2 2 2 2 2

秋　田 2 3 2 1 1 4

山　形 1 1 1 1 1 2 1

宮　城 1 1 1 1 1 1 3 2 1 2 2 2 1

福　島 1 棄権

栃　木 1 1 1 2 1 2 1 1

茨　城 1 1 1 1 2 2 1 2 2 1 1 1

群　馬 1 3 3 2 4 2 2 2 2

埼　玉 1 2 1 1 7 1 1 3 4 3 3 3 3 4

山　梨 1 2 2 1

千　葉 3 2 3 4 3 2 2 4 4 4 3 3 3 3

東　京 1 1 1 2 3 2 2 2 3 3 3 3 3 3

神奈川 1 2 2 2 3 2 2 3 4 3 2 2 3 2

新　潟 1 1 1 1 1 1 2 2 1

富　山 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

長　野 1 1 2 2 2 2 3 4 3 2 2 3 3

石　川 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1

福　井 1 1 1 1 1 1

岐　阜 1 1 1 1 2 1 1 2 2 1 1 2 2

静　岡 2 1 2 2 2 2 3 3 3 3 2 2 2 2

愛　知 7 2 2 7 2 3 3 2 2 2 3 3 2 2

三　重 1 1 4 2 1 1 2

滋　賀 1 1 2 2 1 2 2 1 2 2 2 3 2 2

京　都 1 棄権 1 1 1 2

和歌山 1 1 1

奈　良 1 1 3 2 2 2 3 2 1 2 2 2

大　阪 1 1 2 3 3 2 2 2 3 1 3 3

兵　庫 1 2 5 2 棄権 1 3 2 2 3 2 3 3 3

鳥　取 1

島　根 1 1

岡　山 1

広　島 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1

山　口 1 1 1 1 1 1 3 3 4 2 2 3

徳　島 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 2 1 2

香　川 1 1 1 1 2 1 1 3 2 1 2

高　知 1 1 1 1

愛　媛 1 1 3 2 1 1 2

福　岡 1 1 1 1

佐　賀 1 2 1 1 1

熊　本 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1 4

大　分 1

長　崎 1

宮　崎 1 1 1 1

鹿児島 1 1 1 1 1

沖　縄

チーム数合計 27 24 36 39 40 40 48 56 64 64 64 64 64 64
参加

都道府県数
18 19 24 23 22 22 29 30 33 30 35 39 33 35

特別参加国 韓国 韓国 韓国 韓国
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全国ママさんバスケットボール交歓大会
都道府県別参加チーム数一覧

（第15回～第26回）

回    数 第15回 第16回 第17回 第18回 第19回 第20回(記念大会) 第21回 第22回 第23回 第24回 第25回 第26回

開催年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年

開催地 音更町 六日町 宇都宮 仙台 宮崎 横浜（神奈川） 安城 東京 静岡 広島 水戸 船橋

都道府県名 （北海道） （新潟） （栃木） （宮城） （宮崎） 一般・シニア ゴールデン (愛知) （東京） （静岡） （広島） （茨城） （千葉）

北海道 7 2 1 1 2 個人 1 1

青　森 2 1 3 1 1 2 個人 1 2 2 2 2 2

岩　手 2 2 3 3 1 2 1 2 2 2 2 2 2

秋　田 3 2 2 3 1 2 1 1 2 1 1 1

山　形 1 2 1 2 1 2 2 1 2 2

宮　城 2 2 2 3 1 1 個人 1 2 2 1 2 1

福　島 1 2 1 1 1 2 2

栃　木 1 3 5 3 2 3 1 1 2 2 2 2

茨　城 1 1 4 3 3 3 4 3 4 4 4 3

群　馬 4 2 2 2 2 2 2 3 2 2 2 2

埼　玉 5 4 4 3 4 4 1 5 3 4 4 5 5

山　梨 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1

千　葉 6 4 4 3 4 4 2 6 3 4 5 5 4

東　京 5 3 4 3 3 3 4 3 4 3 4 3

神奈川 4 3 3 3 4 4 1 6 3 4 4 5 5

新　潟 2 5 3 1 2 1 1 1 1 1 2

富　山 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

長　野 5 4 5 3 4 3 1 4 3 4 4 4 5

石　川 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1

福　井 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

岐　阜 2 2 1 2 3 2 2 1 1 1 1

静　岡 2 2 3 2 2 2 4 2 3 3 4 3

愛　知 3 3 3 3 2 3 1 4 3 4 3 3 3

三　重 1 1

滋　賀 2 3 2 1 2 2 個人 2 2 2 2 2 2

京　都 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2

和歌山 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1

奈　良 1 1 1 個人 1 1 1 1 1 1

大　阪 4 3 5 3 4 4 個人 4 3 4 4 4 4

兵　庫 3 3 3 3 4 3 1 4 3 4 4 4 4

鳥　取 1 1 1

島　根 1 1

岡　山 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2

広　島 1 1 1 2 2 2 2 2 3 2 3

山　口 2 2 1 1 2 2 2 2 1 2 2 2

徳　島 1 1 1 1

香　川 1 1 2 2 1 1

高　知 2

愛　媛 3 1 1 2 1 1 1 1 1 1

福　岡 1 1 1 2 1 1 1 1 1

佐　賀 1 1 2 1 1 1 1 1

熊　本 1 2 2 2 1 1 1

大　分 1 1 1 1

長　崎 1 1 1 1 1 1

宮　崎 1 2 1 2 4 2 2 2 2 2 2 1

鹿児島 1 1

沖　縄

チーム数合計 80 72 80 64 72 80 10 80 72 80 80 80 80
参加

都道府県数
32 34 35 34 36 39 14 37 41 38 39 35 38

特別参加国 韓国 韓国 韓国 韓国
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全国ゴールデンシニアバスケットボール大会
　都道府県別参加チーム数一覧

開催年
2002年
（H14）

2003年
（H15)

2004年
（H16）

2005年
（H17)

2006年
（H18）

開催県
福島 徳島 群馬 福岡 静岡

 都道府県名 チーム数 個人申込数 チーム数 個人申込数 チーム数 個人申込数 チーム数 個人申込数 チーム数 個人申込数

北海道

青　 森 1 * 1 * 1 * 1

岩 　手 1 1 1 1

宮 　城

秋 　田

山 　形

福 　島 1 1 1 1 1

茨 　城

栃 　木

群 　馬 3 2 2

埼 　玉 2 1 2 3 * 3

千 　葉 2 3 * 5 4 * 5 1

東 　京 1 1 1 1 * 3

神奈川 1 1 * 2 1 2

山 　梨

新 　潟

長　 野 1 1 2 2 2

富 　山

石   川

福   井

静 　岡 1 1 3

愛 　知 * 1 * 1 1 2 1

三 　重

岐 　阜 1 * 1

滋   賀 * 1 * 1 1 1

京   都

大 　阪 * 1 1 * 1 1 * 2

兵 　庫 1 1 1 1 1

奈 　良 1 1

和歌山

鳥    取

島    根 1

岡   山 1 2

広   島 1 2

山   口

香 　川

徳 　島 1 1 * 1

愛 　媛

高 　知

福   岡 1 * 2

佐   賀

長 　崎

熊 　本 1

大 　分

宮   崎 1

鹿児島

沖　  縄

合　　計 11チーム 13チーム 2 名 20チーム 2 名 26チーム 4 名 32チーム 1 名

合計選手数 114名 135名 220名 268名 321名

(内非会員数)   24名 32名 38名 60名 67名

注　＊は他県との混成チーム
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ブロック大会
都道府県別参加チーム数一覧

開催年

1995年
(H7)

1996年
(H8)

1997年
(H9)

1998年
(H10)

1999年
(H11)

2000年
(H12)

2001年
(H13)

2002年 2003年 2004年 2005年 2006年

(H14) (H15) (H16) (H17) (H18)

 
  都道府県名

一

般

の

部

シ

ニ

ア

の

部

Ｇ

Ｓ

の

部

一

般

の

部

シ

ニ

ア

の

部

Ｇ

Ｓ

の

部

一

般

の

部

シ

ニ

ア

の

部

Ｇ

Ｓ

の

部

一

般

の

部

シ

ニ

ア

の

部

Ｇ

Ｓ

の

部

一

般

の

部

シ

ニ

ア

の

部

Ｇ

Ｓ

の

部
  北   海   道 13 13 16 17 10 12 3

東
　
北

青　森 2 2 2 2 2 2 1 2 1 2 1
岩　手 2 3 2 3 2 2 2 1 2 1
宮　城 2 1 2 2 2 2
秋　田 5 5 4 4 5 4 1 4 3 1
山　形 1 1 1 1 1
福　島 2 1 1 1 1 1 1 1
他  県 2 1 3

合計チーム数 12 14 12 11 11 17 13 16

関
　
東

茨　城 4 4 3 5 4 6 4 3 4 4 4 4
栃　木 1 2 4 3 2 2 1 2 5 3 1 2
群　馬 4 3 4 5 3 2 5 3 2 4 4 6
埼　玉 5 6 6 5 5 5 4 3 4 4 6 5
千　葉 6 6 4 4 5 5 5 3 5 5 5 5
東　京 5 5 5 4 5 4 4 4 4 4 4 3
神奈川 5 5 4 4 6 6 5 3 5 4 5 4
山　梨 2 1 2 2 2 2 4 3 3 4 3 3

合計チーム数 32 32 32 32 32 32 32 24 32 32 32 32

北
信
越

新　潟 4 7 3 1 3 5 3 5
長　野 10 7 5 6 5 4 16 5
富　山 1 1 6 3 2 2 2 7
石  川 1 2 2 2 4 3 1 2
福  井 1 2 6 4 2 2 3

合計チーム数 16 18 18 18 18 16 24 22

東
海

静　岡 3 2 4 2 3 1 2
愛　知 5 2 4 2 2 2 2 2
三　重 2 2 1 2 1
岐　阜 2 2 2 1 2 1

合計チーム数 16 16 12 12

近
　
畿

滋  賀 2 2 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 1
京  都 2 2 2 1 2 1 2 1 2 1 1 2 1
大　阪 2 2 2 2 1 2 2 1 2 2 1 2 2 1 2 2 1
兵　庫 2 2 2 1 1 2 1 1 2 2 1 2 1 1 2 2 1
奈　良 2 2 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1
和歌山 2 2 2 2 2 2 2

合計チーム数 12 12 20 20 21 21 22

中
　
国

鳥  取 2 3
島  根 1 1 1 7 6
岡  山 2 2 2 9 5 5
広  島 3 4 5 4 5 2
山  口 7 6 5 3 2 1
他 県 1

合計チーム数 13 14 12 17 21 17

四
　
国

香　川 1 1 2 2 2
徳　島 1 1 1 1 2
愛　媛 1 1 3 2 3
高　知 1 1 1 3 2

合計チーム数 4 4 7 8 9

九
　
州

福  岡 1
佐  賀 2 3 2
長　崎 9 2
熊　本 1 1 3
大　分 1 1 1
宮  崎 1 2
鹿児島

沖  縄

合計チーム数 13 8 9

注）表中ＧＳはゴールデンシニアの略 はブロック大会開催県
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 TO お手伝いの中高生に感謝 

ママバス百景 

 

 日韓親善大会  

  国家斉唱 

 
女性審判員も 

増えました。 

 
日豪親善大会にて       橋本会長挨拶 

萩原美樹子講師と 

楽しいクリニック 

 

 

 

 
ボールはゆずれない 

 
ゴールデンシニア大会 

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム 

 

表彰式は子どもも主役

 

大会本部は大忙し 



 

 

 

連 盟 篇 



規  約 
 

第一章 名称 

第 1条 この連盟は、「日本家庭婦人バスケットボール連盟」（以下「本連盟」という。）と称する。英文名は Japan 

Ladies Basketball League とし、略称を「JLBBL」とする。 

第 2条 本連盟は事務局を「理事会の指定する処」に置く。 

第二章 組織 

第 3条 本連盟は、各都道府県連盟加盟の家庭婦人バスケットボールのチームで本連盟の目的に賛同するものをも

って組織する。 

第三章 目的 

第 4条 本連盟は、家庭婦人が生涯スポーツとして、バスケットボールを通じ、心身共に豊かな家庭づくりと会員

相互の親睦を図り、併せて、バスケットボールの普及発展に寄与することを目的とする。 

第四章 事業 

第 5条 本連盟は前条の目的を達成するため次の事業を行う。 

 （1）競技会の開催 

 （2）競技活動の普及発展の為に必要と認める活動 

 （3）その他本連盟の目的達成のための事業 

第 6６条 専門委員会 

 第 1項 本連盟は円滑な事業遂行のため次の専門委員会をおく。 

 （1）総務委員会 

 （2）競技委員会 

 （3）普及委員会 

 （4）広報委員会 

 （5）審判委員会  

 第 2 項 各委員会の委員長及び副委員長は常任理事会において理事より推薦し、会長が委嘱する。 

 第 3項 各委員会の詳細については別途定める。 

第五章 役員 

第 7条 本連盟に次の役員をおく。 

 会 長  1 名 副 会 長 若干名 顧    問 若干名 参    与 若干名 

 理事長  1 名 副理事長 若干名 常任理事 若干名 事務局長 1 名 

 理  事 各都道府県連盟１名及び会長推薦により若干名 監    事 2 名 

第 8条 会長、副会長 

 第 1項 会長、副会長は理事会の推薦によって就任する。 

 第 2項 会長は本連盟を代表する。 

 第 3項 副会長は会長を補佐し、会長に事故ある時は、その職務を代行する。 

第 9条 顧問は理事会において推薦し、会長が委嘱する。 

第10条 参与は理事会において推薦し、会長が委嘱する。 

第11条 理事 

 第 1項 理事は各都道府県連盟が推薦した者１名及び会長が推薦した者で、会長はこれを委嘱する。 

 第 2項 理事は理事会を構成する。 

第12条 理事長、副理事長 

 第 1項 理事長、副理事長は理事会において理事の中より選出し、会長はこれを委嘱する。 

 第 2項 理事長は本連盟のすべての業務を統括する。 

 第 3項 副理事長は理事長を補佐し、理事長に事故ある時は、その職務を代行する。 

第13条 常任理事 

 第 1項 常任理事は理事会で推薦された者で、会長はこれを委嘱する。 

 第 2項 常任理事は理事長、副理事長と共に常任理事会を構成する。 
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第14条 監事 

 第 1項 監事は理事会において推薦し、会長はこれを委嘱する。 

 第 2項 監事は本連盟の会計を監査する。 

第15条 事務局長 

 第 1項 事務局長は理事会において選出し、会長はこれを委嘱する。 

 第 2項 事務局長は本連盟の事務を遂行し、また理事会、常任理事会の決定、承認事項に従って会務を執行する。

第16条 役員の任期は２ｹ年とする。但し、再任を妨げない。役員に欠員が生じたときは随時その補充をする。補充

された役員の任期は前任者の残任期間とする。 

第六章 会議 

第17条 本連盟に以下の会議をおく。 

 （1）理事会 

 （2）常任理事会 

 （3）運営委員会  

第18条 理事会において次の事項を決定または承認する。 

 （1）事業計画・報告 

 （2）予算、決算 

 （3）役員選出 

 （4）規約の改正 

 （5）その他必要事項 

第19条 理事会 

 第 1項 理事会は定例と臨時に開催されるものとし、定例理事会は毎年 1 回会長が召集する。臨時理事会は会長が

必要と認めたとき、または理事の過半数の者からの請求があったとき、会長が召集する。理事会は会長が

議長の任にあたる。 

 第 2項 理事会は委任状を含めて全理事の 3 分の 2 の出席数をもって成立する。理事会の決議は出席理事の多数決

によるものとし、賛否同数の場合は議長が決定する。 

第20条 常任理事会は定例と臨時に開催されるものとし、定例常任理事会は毎年 2 回理事長が召集する。臨時常任

理事会は理事長が必要と認めたとき、または常任理事の過半数の者からの請求があったとき、理事長が召

集する。常任理事会は理事長が議長の任にあたる。 

第21条 運営委員会は定例と臨時に開催されるものとし、定例運営委員会は理事長が召集する。臨時運営委員会は

理事長が必要と認めた時、理事長が召集する。運営委員会は、理事長、副理事長、委員長、事務局、及び、

理事長が随時必要と認める者で構成する。運営委員会は理事長が議長の任にあたる。 

第七章 登録 

第22条

  

本連盟に加盟しようとするチームは、毎年度初めに、各都道府県連盟を通して所定の登録用紙（別に定め

る登録規定に従って）により、本連盟に登録しなければならない。 

第八章 会計 

第23条 本連盟の経費は登録費、補助金、寄附金、その他の収入をもってこれにあてる。 

第24条 本連盟の加盟チームは理事会で決定した登録費を納入しなければならない。 

第25条  本連盟の会計年度は毎年 4月 1日から翌年 3月 31 日までとする。 

第九章 付則 

第26条 本規約の施行にあたっての細則は理事会の決議を経て別に定める。 

第27条 県連盟未組織の県については、県協会が承認する家庭婦人バスケットボール担当者を本連盟の準理事とす

る。準理事は理事会に出席することができる。但し、決議に参加することはできない。 

第28条 本連盟の諸行事に要する旅費等は本連盟旅費規定に定める。 

第29条 本連盟の慶弔については別途定める。 

 1997 年 4 月 1日施行 

 1997 年 7 月 25 日改定 

 1999 年 7 月 30 日改定 

 2001 年 5 月 26 日改定 

 2003 年 5 月 24 日改定 
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加 盟 登 録 規 定  

 
第 1 条 本規定は日本家庭婦人バスケットボール連盟（以下「本連盟」という）の公正な運営と、競技運営の円滑化及びチーム数、競技者数の把握

を目的とする。 

第 2 条 加盟登録とは、チーム名及び競技者名を本連盟に登録することをいう。 

第 3 条 家庭婦人(既婚の女性)のバスケットボール競技者は、本規定に基づき本連盟に加盟登録しなければならない。 

第 4 条 本連盟に加盟登録したチームの競技者は、同一年度内に本連盟所属の他チームへ移籍することはできない。 

第 5 条 各都道府県家庭婦人バスケットボール連盟(以下｢県連盟｣という)は、毎競技年度指定期日までに県連盟所属の全チームをまとめて加盟登

録の手続きを完了しなければならない。新規加盟登録チームはこの限りではない。但し、かかる連盟が未組織の県については、本連盟加

盟登録規定細則第 2 条を参照。 

第 6 条 加盟登録の手続きについて 

第1項 チームは、本連盟所定の加盟登録届出書に必要事項を記入し、3 部作成（コピー可）する。1 部を控えとして保管し、2 部を県連盟に提出す

る。 

 第2項 県連盟はこれを審査、承認のうえ、1 部を控えとして保管し、1 部を本連盟に提出する。 

第 7 条 登録費について  

 第1項 年間 1 チーム 5,000 円 とする。 

 第2項 県連盟は所属チーム分をまとめて、所定の方法で納入する。 

 第3項 県連盟未組織の県のチームについては、本連盟加盟登録規定細則第 2 条第 5 項を参照。 

第 8 条 追加登録・変更について 

 第1項 登録承認後の競技者の追加登録・変更は、随時これを受け付ける。 

 第2項 競技者の追加登録・変更の場合、チームはすでに登録された届出書を訂正して県連盟に提出し、県連盟はこれを審査、承認のうえ本連盟

に提出する。 

第 9 条 本規定に違反したチーム及び競技者については、本連盟常任理事会で審議し、処遇を決定する。 

第10条 本規定に定めていない事項が生じた場合は、本連盟理事会がこれを処理する。 

 

        1997 年 7 月 25 日施行 

1999 年 7 月 30 日改定 

2001 年 5 月 25 日改定 

 

 
 

加 盟 登 録 規 定 細 則  
 

 

第１条 本細則は、日本家庭婦人バスケットボール連盟（以下「本連盟」という）が定める加盟登録規定に基づき、必要事項を定めることを目

的とする。 

第 2 条  県家庭婦人バスケットボール連盟未組織の県の諸手続について 

 第1項 家庭婦人バスケットボールチーム（以下｢チーム｣という）は毎競技年度の指定期日までに加盟登録の手続きを完了しなければならな

い。 

  第2

項 

  本連盟は各都道府県バスケットボール協会が承認する県協会家庭婦人バスケットボール担当者／本連盟準理事（以下「県担当

者」という）に加盟登録用紙を配布する。 

 第3項 チームはかかる登録用紙に必要事項を記入し、3 部作成（コピー可）する。1 部を控えとして保管し、2 部を県担当者に提出する。県

担当者は 1 部を保管し、1 部を本連盟に提出する。 

  第4

項 

本連盟は、これを審査し、承認する。 

第5項  チームの年間登録費は5,000円とし、県担当者は所属チーム分をまとめて、本連盟に所定の方法で納入する。 

 第6項 登録承認後の競技者の追加登録・変更は、随時これを受け付ける。チームはすでに登録された届出書を訂正し、県担当者に提出

する。県担当者はこれを審査、承認のうえ本連盟に提出する。 

 

1997 年 7 月 25 日試行 

1999 年 7 月 30 日改定 

2003 年 5 月 24 日改定 
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委 員 会 規 定  
 

第１条 本規定は、日本家庭婦人バスケットボール連盟（以下本連盟という）が定める規約第６条に基づき、必要事項を定めることを目的と

する。 

第２条 各委員会の委員長１名及び副委員長若干名は常任理事会において理事の中から推薦し、会長がこれを委嘱する。 

第３条 各委員会の委員は常任理事会において理事の中より推薦し、会長がこれを委嘱する。 

第４条  各委員の任期は、役員の任期と同一とする。 

第５条 委員会の業務を円滑に遂行するために理事長が必要と認めた場合、理事長が承認する本連盟所属の会員に、業務の補助を依

頼することができる。 

第６条 総務委員会は以下の業務を遂行する     

 ①年間事業計画及びスケジュールの調整 

 ②行事及び大会運営の総括 

 ③予算及び決算 

 ④運営資金の調達 

 ⑤日本協会総務部との連絡 

 ⑥他の委員会に属さない事項 

第７条 競技委員会は以下の業務を遂行する 

 ①年間スケジュールの立案及び実施 

 ②大会の準備及び運営 

 ③競技方法の検討 

 ④審判養成の検討 

 ⑤日本協会競技部との連絡 

 ⑥他の委員会より要請のあった事項 

第８条 普及委員会は以下の業務を遂行する 

 ①年間スケジュールの立案及び実施 

 ②講習会の開催 

 ③県連盟未組織の地域への普及活動 

 ④ホームページの管理 

 ⑤他団体と連携した普及事業の推進 

 ⑥日本協会普及部との連絡 

 ⑦他の委員会より要請のあった事項 

第９条 広報委員会は以下の業務を遂行する 

 ①マスメディア対応（記者発表資料の作成他） 

 ②大会の戦評、記録の作成 

 ③記録集の資料収集・取材（写真等） 

 ④会員への広報活動 

 ⑤日本協会広報部との連絡 

 ⑥他の委員会より要請のあった事項 

1999 年 7 月 30 日施行 

 

 

慶弔内規 

1. 見舞い 

本連盟役員（理事―各都道府県代表を除く）で１ヶ月以上の入院、もしくはそれに準じる重症と認めた場合は見舞い金五千円とする。 

2. 弔 意 

本連盟役員（理事―各都道府県代表を除く）で本人又は配偶者が死亡した場合は、弔慰金（香典）金一万円とする。 

3. 祝 儀 

県連盟設立時及び記念事業時に、祝い金一万円とする。 

4. 上記の１・２・３・に該当しない時でも、審議のうえ必要と認めた場合は、準拠して決定する。 

2001 年 5 月 26 日施行 
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旅 費 規 定  

 

1．旅費の支給と区分 1.1 役員，専門委員及び事務局員が出張するときは旅費を支給する 

 1.2 旅費は乗車賃、宿泊料に区分する 

2．出張区分 2.1 出張は次の 2 つに分ける 

 (1)  宿泊出張       原則として宿泊を要する場合 

 (2)  日帰り出張  原則として１日のうちに出発し帰着する場合 

3．出張の対象  3.1 旅費を支給する対象は原則として次の通りとする 

 (1)  理事会及び委員会への出席 

但し、県代表理事の理事会出席は県連盟負担とする 

 (2)  派遣役員として競技大会へ出席 

 (3)  派遣役員として会議へ出席 

 (4)  派遣講師として会議へ出席 

 (5)  事務局員の会議等への出席 

 (6)  常任理事会への出席 

 (7)  連盟を代表して他団体との交流に 1 名出席 

 3.2 派遣選手団と帯同した場合はこの規定の対象としない 

 3.3 主催者側が支払うものについてはこの規定の対象としない 

4．利用交通機関 4.1 利用する交通機関は原則として鉄道・船舶・飛行機・バスとし、交通アクセスの関係でタクシーも利用

できる 

5．乗車賃   5.1  「日帰り出張」の乗車賃（鉄道・船舶・飛行機）は普通乗車実費とする（乗車賃に特急，急行料金を

含む） 

 5.2  「宿泊出張」の乗車賃（鉄道・船舶・飛行機）は普通乗車実費とする （乗車賃に特急、急行料金を

含む） 

6．出張仮払いと清算 6.1 旅費の概算額を出発の前に申請し仮払いを受けることができる 

 6.2 清算は、帰着後国内出張は１週間以内、海外出張は２週間以内に行うこと 

 6.3 旅費は居住都市から目的地までの最も経済的経路を利用し，自宅から最寄駅までのタクシー利用

は認めない 

7．宿泊料 7.1 10,000 円を上限とし実費を支給する 

8．海外出張 8.1 海外出張については、原則として 2 名以内とし、規定の旅費を支給する 

 

2001 年 5 月 26 日施行 
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日本家庭婦人バスケットボール連盟　役員名簿

《1997年（平成9年）1998年（平成10年）》

名誉顧問 鬼塚喜八郎
顧　  問 日高　明     手嶋　昇 　　 加瀬正巳　　　伊藤五郎　　　落合　博
会　  長 橋本　章
副 会 長 横山房男
理 事 長 山田洋子
副理事長 田中悦子     白谷慶子
事務局長 榊原みどり
常任理事 栗田和代 　　遠藤和幸　　　渡部嘉子
理  　事 高倉健一  　（事務局   -   海老原矩子　　高岡治子)
監  　事 白石東洋雄 　薄井千代

北海道理事 * 佐藤由美子 長野県理事 * 白谷慶子 広島県準理事 西尾  明
青森県準理事 小川伸悦 富山県準理事 高尾美津 山口県理事 * 川本由美子
岩手県理事 小山正子 石川県準理事 山下裕治 香川県理事 * 増田巌
宮城県準理事 戸塚静江 福井県準理事 松原小百合 徳島県準理事 一宮揚子
秋田県理事 * 國井和男 静岡県理事 富田あけみ 愛媛県準理事 白石東洋雄
山形県理事 早坂信子 愛知県理事 * 澤井 健 高知県準理事 松本幸子
〃（1998年） 菊地啓子 三重県理事 杉本郁夫 福岡県準理事 池永由美
福島県準理事 安斎  司 岐阜県理事 古矢満雄 佐賀県準理事 浦  友子
茨城県理事 阿部幸江 滋賀県理事 岡橋貞子 長崎県準理事 太田京子
栃木県理事 磯川治美 京都府準理事 兒玉幸長 熊本県理事 寺田静代
群馬県理事 金田公代 大阪府理事 * 佐藤静子 〃（1998年） 野田美智子
埼玉県理事 林麻里子 兵庫県理事 三木道博 大分県準理事 上野真紀恵
千葉県理事 吉岡尚美 奈良県準理事 奥田久代 宮崎県理事 * 八反田くみ子
東京都理事 里村章子 和歌山県準理事 福田文子 鹿児島県準理事 上之原千鶴美
神奈川県理事 * 後藤淳子 鳥取県準理事 板井真弓 沖縄県準理事 城間  諭
山梨県理事 波木井千恵 島  根  県  -
新潟県準理事 丸山善夫 岡山県準理事 伊崎基女

* は、ブロックの常任理事を表す

《1999年（平成11年）2000年（平成12年）》

名誉顧問 鬼塚喜八郎
顧　  問 日高　明     手嶋　昇     加瀬正巳     伊藤五郎     落合　博
会　  長 橋本  章
副 会 長 横山房男     大倉敬一
参  　与 栗田和代（2000年）　吉田ミツ子
理 事 長 山田洋子
副理事長 田中悦子　 　白谷慶子
事務局長 榊原みどり
常任理事 栗田和代（1999年）　　遠藤和幸　 　渡部嘉子　　
理  　事 高倉健一（1999年）　(事務局　－　海老原矩子　　高岡治子　　江村幸子)
監  　事 白石東洋雄　 薄井千代

北海道理事 * 佐藤由美子 新潟県準理事 丸山善夫 広島県準理事 西尾  明
青森県理事 毛内  郁 長野県理事 * 白谷慶子 〃（2000年） 尾崎美香
岩手県理事 小山正子 富山県準理事 高尾美津 山口県理事 * 林  充良
宮城県準理事 戸塚静江 石川県準理事 山下裕治 香川県理事 * 増田  巌
〃理事(2000年) 　〃 福井県理事 松原小百合 徳島県準理事 一宮揚子
秋田県理事 * 國井和男 静岡県理事 富田あけみ 愛媛県準理事 白石東洋雄
山形県理事 菊地啓子 愛知県理事 * 澤井健 高知県理事 松本幸子
〃（2000年） 羽柴節子 三重県理事 杉本郁夫 福岡県準理事 渡邉広器
福島県準理事 池田幸乃 岐阜県理事 古矢満雄 佐賀県準理事 浦  友子
茨城県理事 阿部幸江 滋賀県理事 橋本清子 長崎県準理事 太田京子
栃木県理事 磯川治美 京都府準理事 梶原淳子 熊本県理事 寺田静代
群馬県理事 金田公代 〃理事(2000年) 　〃 大分県準理事 上野真紀恵
埼玉県理事 林麻里子 大阪府理事 * 佐藤静子 宮崎県理事 * 東  桂子
〃（2000年） 広田悦子 兵庫県理事 三木道博 〃（2000年） * 長山陽子
千葉県理事 吉岡尚美 奈良県準理事 奥田久代 鹿児島県準理事 上之原千鶴美
東京都理事 里村章子 和歌山県準理事 福田文子 沖縄県準理事 城間  諭
神奈川県理事 * 後藤淳子 鳥取県準理事 板井真弓
山梨県理事 波木井千恵 島  根  県  -
〃（2000年） 渡辺  実 岡山県準理事 伊崎基女

* は、ブロックの常任理事を表す
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《2001年（平成13年）2002年（平成14年）》

名誉顧問 鬼塚喜八郎

顧　  問 日高　明     手嶋　昇     加瀬正巳     伊藤五郎

会　  長 橋本  章

副 会 長 横山房男     大倉敬一

参  　与 栗田和代　　 吉田ミツ子

理 事 長 山田洋子

副理事長 田中悦子　 　白谷慶子

事務局長 榊原みどり

常任理事 遠藤和幸　 　渡部嘉子

理  　事 (事務局　－　海老原矩子　　高岡治子　　江村幸子)

監  　事 白石東洋雄　 薄井千代

北海道理事 * 野呂田敦子 長野県理事 * 白谷慶子 広島県理事 河野淳子

青森県理事 毛内  郁 富山県準理事 高尾美津 山口県理事 * 林  充良

岩手県理事 小山恵子 石川県準理事 山下裕治 香川県理事 増田  巌

宮城県理事 戸塚静江 福井県理事 松原小百合 徳島県準理事 岸  憲明

秋田県理事 * 國井和男 静岡県理事 富田あけみ 〃理事(2002年) 野々瀬ヨシヱ

山形県理事 羽柴節子 愛知県理事 * 澤井  健 愛媛県準理事 白石東洋雄

福島県理事 物井民子 三重県理事 杉本郁夫 〃理事(2002年) 山内愛子

茨城県理事 阿部幸江 岐阜県理事 古矢満雄 高知県理事 松本幸子

栃木県理事 磯川治美 滋賀県理事 橋本清子 福岡県準理事 森  秀人

群馬県理事 金田公代 京都府理事 梶原淳子 佐賀県準理事 浦  友子

〃（2002年） 神戸玲子 大阪府理事 * 佐藤静子 長崎県準理事 太田京子

埼玉県理事 広田悦子 兵庫県理事 三木道博 〃理事(2002年) 　〃

千葉県理事 吉岡尚美 奈良県準理事 奥田久代 熊本県理事 山内郁子

東京都理事 橋本不二子 和歌山県準理事 福田文子 大分県準理事 宮地  睦

神奈川県理事 * 後藤淳子 鳥取県準理事 板井真弓 宮崎県理事 大木場まゆみ

山梨県理事 渡辺  実 島　根　県  - 鹿児島県準理事 上之原千鶴美

新潟県準理事 丸山善夫 岡山県準理事 伊崎基女 沖縄県準理事 城間  諭

* は、ブロックの常任理事を表す

《2003年（平成15年）2004年（平成16年）》

名誉顧問 鬼塚喜八郎

顧　  問 日高　明     手嶋　昇     加瀬正巳     伊藤五郎

会　  長 橋本  章

副 会 長 横山房男     大倉敬一

参  　与 栗田和代　　 吉田ミツ子

理 事 長 山田洋子

副理事長 田中悦子　 　白谷慶子

事務局長 榊原みどり

常任理事 遠藤和幸　 　渡部嘉子   (2004年)後藤淳子

理  　事 (事務局　－　海老原矩子　　高岡治子　　江村幸子)

監  　事 白石東洋雄　 薄井千代

北海道理事 * 松本淳子 長野県理事 * 白谷慶子 島 根 県

青森県理事 毛内  郁 富山県準理事 高尾美津 岡山県準理事 伊崎基女

岩手県理事 小山恵子 石川県準理事 山下裕治 〃理事(2004年) 　〃

宮城県理事 戸塚静江 福井県理事 松原小百合 広島県理事 河野淳子

秋田県理事 * 千田典夫 静岡県理事 * 富田あけみ 山口県理事 * 林  充良

山形県理事 羽柴節子 愛知県理事 澤井  健 香川県理事 増田  巌

福島県理事 物井民子 〃（2004年） 久永洋子 徳島県理事 野々瀬ヨシヱ

茨城県理事 * 阿部幸江 三重県理事 杉本郁夫 愛媛県理事 山内愛子

栃木県理事 磯川治美 岐阜県理事 古矢満雄 高知県理事 松本幸子

群馬県理事 神戸玲子 滋賀県理事 橋本清子 福岡県準理事 森  秀人

埼玉県理事 広田悦子 〃（2004年） 大塚由美子 佐賀県準理事 浦  友子

千葉県理事 杉浦八重子 京都府理事 上田澄恵 長崎県理事 * 太田京子

東京都理事 橋本不二子 大阪府理事 * 佐藤静子 熊本県理事 山内郁子

神奈川県理事 後藤淳子 兵庫県理事 三木道博 大分県準理事 宮地睦

山梨県理事 渡辺実 奈良県理事 奥田久代 宮崎県理事 大木場まゆみ

新潟県準理事 丸山善夫 和歌山県理事 福田文子 鹿児島県準理事 上之原千鶴美

〃（2004年） 小泉英雄 鳥取県準理事 福美秀敏 沖縄県準理事 城間諭

* は、ブロックの常任理事を表す

86



新潟県理事 * 富井茂 島根県理事 持田孝子

《2005年（平成17年）2006年（平成18年）》

名誉顧問 鬼塚喜八郎

顧　  問 日高　明     手嶋　昇     加瀬正巳     伊藤五郎     横山房男     大倉敬一

会　  長 橋本　章

副 会 長 山田洋子

参  　与 栗田和代　　　

理 事 長 白谷慶子

副理事長 渡部嘉子　　 海老原矩子

事務局長 榊原みどり

常任理事 後藤淳子　　 高岡治子

理  　事 江村幸子　　 武井芳子　　　

監  　事 白石東洋雄　 田中悦子

北海道理事 * 松本淳子 〃（2006年） 黒岩孝枝 岡山県理事 伊崎基女

青森県理事 小川篤子 富山県理事 高尾美津 広島県理事 * 河野淳子

岩手県理事 小山恵子 石川県準理事 山下裕治 山口県理事 林  充良

宮城県理事 戸塚静江 福井県理事 松原小百合 〃（2006年） 川本由美子

秋田県理事 * 千田典夫 静岡県理事 * 富田あけみ 香川県理事 増田  巌

山形県理事 羽柴節子 愛知県理事 久永洋子 〃（2006年） 佐藤ケイ子

福島県理事 物井民子 三重県理事 杉本郁夫 徳島県理事 野々瀬ヨシヱ

茨城県理事 * 阿部幸江 〃（2006年） 坂井  昇 愛媛県理事 * 山本直美

栃木県理事 磯川治美 岐阜県理事 足立頼子 高知県理事 石川博之

群馬県理事 神戸玲子 滋賀県理事 大塚由美子 福岡県準理事 森  秀人

埼玉県理事 広田悦子 京都府理事 上田澄恵 佐賀県準理事 浦  友子

千葉県理事 杉浦八重子 大阪府理事 * 佐藤静子 長崎県理事 * 太田京子

東京都理事 橋本不二子 兵庫県理事 三木道博 熊本県理事 山内郁子

神奈川県理事 後藤淳子 奈良県理事 奥田久代 大分県準理事 宮地  睦

山梨県理事 渡辺  実 和歌山県理事 福田文子 宮崎県理事 米山知子

〃（2006年） 志村真弓 鳥取県準理事 福美秀敏 鹿児島県準理事 上之原千鶴美

新潟県理事 * 富井  茂 島根県準理事 持田孝子 〃（2006年） 鮫島俊秀

長野県理事 白谷慶子 〃理事(2006年) 　〃 沖縄県準理事 城間  諭

* は、ブロックの常任理事を表す

《2007年（平成19年）》

名誉顧問 鬼塚喜八郎

顧　  問 日高　明     手嶋　昇     加瀬正巳     伊藤五郎     横山房男     大倉敬一

会　  長 橋本　章

副 会 長 山田洋子

参  　与 栗田和代　　　

理 事 長 白谷慶子

副理事長 渡部嘉子　　 海老原矩子

事務局長 榊原みどり

常任理事 後藤淳子　　 高岡治子

理  　事 江村幸子　　 武井芳子     橋本不二子　　

監  　事 白石東洋雄　 田中悦子

北海道理事 * 松本淳子 長野県理事 黒岩孝枝 岡山県理事 伊崎基女

青森県理事 佐々木千代子 富山県理事 高尾美津 広島県理事 * 河野淳子

岩手県理事 小山恵子 石川県理事 山村和惠 山口県理事 川本由美子

宮城県理事 戸塚静江 福井県理事 松原小百合 香川県理事 佐藤ケイ子

秋田県理事 * 千田典夫 静岡県理事 * 富田あけみ 徳島県理事 野々瀬ヨシヱ

山形県理事 羽柴節子 愛知県理事 久永洋子 愛媛県理事 * 山本直美

福島県理事 物井民子 三重県理事 鈴木則恵 高知県理事 石川博之

茨城県理事 * 阿部幸江 岐阜県理事 足立頼子 福岡県準理事 森秀人

栃木県理事 磯川治美 滋賀県理事 大塚由美子 佐賀県準理事 草野啓子

群馬県理事 神戸玲子 京都府理事 橋本雅子 長崎県理事 * 太田京子

埼玉県理事 広田悦子 大阪府理事 * 佐藤静子 熊本県理事 山内郁子

千葉県理事 杉浦八重子 兵庫県理事 三木道博 大分県準理事 宮地睦

東京都理事 小林正明 奈良県理事 奥田久代 宮崎県理事 米山知子

神奈川県理事 後藤淳子 和歌山県理事 福田文子 鹿児島県準理事 鮫島俊秀

山梨県理事 志村真弓 鳥取県準理事 福美秀敏 沖縄県準理事 城間諭

* は、ブロックの常任理事を表す
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北海道 1995 年 

東北ブロック 

青森  1999 年  

岩手  1997 年 

宮城  2000 年 

秋田  1997 年 

山形  1997 年 

福島  2001 年 

関東ブロック 

茨城   1997 年 

栃木   1997 年 

群馬   1996 年 

埼玉   1978 年 

千葉   1988 年 

東京   1991 年 

神奈川 1997 年 

山梨   1992 年 

九州ブロック 

福岡    -

佐賀    -

長崎 2002 年

熊本 1997 年

大分    -

宮崎 1997 年

鹿児島  -

沖縄    -

北信越ブロック 

新潟   2005 年 

長野   1982 年 

富山   2005 年 

石川   2007 年 

福井   1999 年 

東海ブロック 

静岡   1997 年 

愛知   1992 年 

三重   1990 年 

岐阜   1994 年 

 

中国ブロック 

鳥取    -

島根   2005 年

岡山   2004 年

広島   2001 年

山口   1992 年

四国ブロック 

香川   1993 年 

徳島   2002 年 

愛媛   2001 年 

高知   1999 年 

近畿ブロック 

滋賀   1991 年

京都   2000 年

大阪   1989 年

兵庫   1998 年

奈良   2003 年

和歌山 2002 年

都道府県連盟設立年一覧 

都 道 府 県 連 盟 設 立 年 度 

(41 都 道 府 県) 
2007 年 5 月 10 日現在 

☆ ママさんバスケット発祥地 

★ 1970 年代・1980 年代設立県 

● 1990 年代設立県 

◎ 2000 年代設立県 

 未組織県 

年代別都道府県連盟設立状況 
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　　　　　　　　　　　　　都道府県別加盟登録数一覧表
各年理事会開催日現在

1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年

（Ｈ9年） （Ｈ10年） （Ｈ11年） （Ｈ12年） （Ｈ13年） （Ｈ14年） （Ｈ15年） （Ｈ16年） （Ｈ17年） （Ｈ18年） （Ｈ19年）

都
道
府
県
名

チ
ー

ム
数

活
動
人
数

チ
ー

ム
数

活
動
人
数

チ
ー

ム
数

活
動
人
数

チ
ー

ム
数

活
動
人
数

チ
ー

ム
数

活
動
人
数

チ
ー

ム
数

活
動
人
数

チ
ー

ム
数

活
動
人
数

チ
ー

ム
数

活
動
人
数

未
婚
者

チ
ー

ム
数

活
動
人
数

未
婚
者

チ
ー

ム
数

活
動
人
数

未
婚
者

チ
ー

ム
数

活
動
人
数

未
婚
者

北海道 27 256 21 242 22 245 20 221 22 248 22 235 20 202 19 216 1 19 207 4 18 195 6 18 192 6

青　森 1 14 4 64 4 60 4 59 4 53 5 69 8 100 7 84 6 72 8 98 7 86

岩　手 9 111 9 134 9 142 11 150 6 79 5 73 4 69 3 68 3 5 67 2 6 89 2 4 56 4

宮　城 3 53 4 71 6 110 5 74 4 63 4 60 4 62 3 53 2 34 2 36 2 38

秋　田 14 168 14 197 15 204 13 169 13 194 12 186 15 212 16 233 1 13 167 1 14 167 2 13 146

山　形 3 51 6 103 6 117 4 71 4 79 3 45 4 62 4 63 4 55 4 51

福　島 1 11 1 19 2 30 2 32 2 38 2 60 3 60 3 59 3 57

茨　城 19 241 17 204 19 231 18 232 18 204 19 215 18 206 16 195 1 15 185 2 16 203 2 16 185 1

栃　木 8 120 10 159 12 201 10 176 10 165 8 123 5 90 8 121 8 114 8 119 8 103

群　馬 11 198 9 177 13 223 12 221 10 141 12 174 11 166 10 146 1 9 137 1 10 147 1 10 146 1

埼　玉 27 424 30 433 30 449 29 483 28 422 27 428 28 426 27 451 27 477 1 27 452 1 27 445

千　葉 37 517 25 437 27 465 26 449 28 467 30 515 31 527 29 519 29 529 29 525 28 536

東　京 31 391 22 365 24 383 19 289 14 186 13 189 15 215 14 198 13 195 1 11 180 1 11 166 1

神奈川 27 307 26 441 28 434 22 381 23 373 25 368 26 380 25 403 25 404 1 25 373 2 24 396 3

山　梨 7 96 7 99 7 101 8 119 7 104 8 107 7 95 8 107 7 92 7 100 8 108

新　潟 6 85 7 97 7 108 6 97 5 68 6 67 5 66 5 75 5 75 5 66 6 94

長　野 17 257 17 233 17 292 21 295 23 282 21 264 19 242 18 227 1 18 228 1 21 262 1 22 258 1

富　山 4 50 4 45 3 41 4 52 5 61 6 83 8 113 7 100 4 58 4 67 3 52

石  川 2 28 3 50 2 37 2 36 2 24 1 17 1 13 2 26 2 32 1 2 33

福  井 1 24 1 20 1 25 1 21 1 18 1 18 1 18 1 14 1 10 4 47

静　岡 15 222 15 204 13 195 14 187 18 217 16 178 15 178 16 180 15 184 2 14 177 15 198 1

愛　知 18 253 16 244 19 245 17 252 13 209 11 168 13 190 14 241 1 14 232 15 255 1 15 242 1

三　重 7 81 3 37 2 30 3 45 2 34 3 50 1

岐　阜 6 61 6 101 6 89 6 96 4 54 4 58 4 58 2 29 2 32 2 31 3 47

滋  賀 6 94 4 63 4 66 5 67 4 58 4 58 4 59 4 58 1 4 58 1 4 63 1 4 64 2

京  都 1 8 1 15 8 102 7 89 7 82 7 91 8 107 1 9 122 1 9 113 2 9 107

大　阪 21 316 21 309 24 351 25 299 25 298 24 290 20 239 22 242 24 266 24 279 1 25 290 2

兵　庫 16 203 16 204 17 209 20 230 16 187 15 172 13 164 13 164 3 15 187 5 15 198 6 17 205

奈　良 3 37 1 13 1 11 2 31 1 26 2 34 3 47 3 62 3 69 6 99 8 123

和歌山 5 19 2 28 1 11 3 39 3 37 3 33 3 37 3 39 4 51 4 51 4 45

鳥  取 1 15 1 12 1 10 1 16 1 23 1 14 2 34

島  根 1 20 2 1 16 2

岡  山 7 45 1 18 1 19 1 20 1 10 1 12 1 20 2 37 8 118 1 11 161 1 12 169 2

広  島 4 22 1 14 1 13 2 25 5 48 6 64 6 70 8 85 1 8 104 2 8 90 2 11 117 2

山  口 8 103 5 66 4 54 4 61 6 79 4 59 4 56 2 23 3 30 1 3 38 5 61 2

香　川 5 46 4 41 6 62 2 22 1 13 2 24 2 32 1 1 19 2 1 15 1

徳　島 1 11 1 11 1 12 1 8 1 13 2 18

愛　媛 4 66 5 72 5 68 4 51 2 23 2 26 1 11 1 20 1 14 2 32 2 26

高　知 3 38 2 44 3 38 3 33 1

福  岡 1 16 2 42 3 36 1 15 1 17 1 12 1 14 1 17 2 27 1 2 25 2

佐  賀 1 15 2 18 1 12 1 13 1 13 1 11

長　崎 7 54 1 11 2 20 1 15 2 32 1 14 8 100 9 113 6 77 7 77 7 80

熊　本 13 159 9 113 7 89 7 93 2 41 5 52 1 11 2 18 1 11 1

大　分 1 12 1 12 1 10 1 19 1 20 1 17 2 21 2 21 2 22

宮  崎 2 58 2 43 2 45 4 55 2 28 2 17 2 24 2 34 2 31 2 29 3 1 25

鹿児島 1 12 1 16 1 15 1 15

沖  縄

合　　計 401 5205 348 5145 375 5539 371 5398 344 4742 344 4705 338 4677 339 4891 15 346 4976 28 362 5139 41 374 5195 37

2004年（Ｈ16）より43歳以上未婚者の登録有り
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大会のあゆみ
（全国大会・国際親善・講習会等）

年 月
組織のあゆみ

（県連盟設立・競技規則等）

1974年
（Ｓ49）

5月 草加市（埼玉）でママさんバスケットボールチーム誕生

埼玉県でママさんだけの親善大会開催／埼玉県草加市
1978年
（Ｓ53）

2月 埼玉県家庭婦人バスケットボール連盟が発足

第1回全国家庭婦人バスケットボール交歓大会開催／埼玉県草加市
埼玉・千葉・神奈川より9チーム参加

5月

第2回全国家庭婦人バスケットボール交歓大会開催／埼玉県草加市
埼玉・千葉・神奈川・東京より12チーム参加

1979年
（Ｓ54）

8月

第3回全国家庭婦人バスケットボール交歓大会開催／埼玉県大宮市
埼玉・千葉・神奈川・東京・青森・長野より15チーム参加

1980年
（Ｓ55）

8月

第4回全国家庭婦人バスケットボール交歓大会開催／埼玉県上尾市
埼玉・千葉・神奈川・東京・青森・長野・静岡・福井・滋賀

茨城・大阪・愛知・宮城より23チーム参加

1981年
（Ｓ56）

8月

国際親善大会（韓国と対戦）／東京都
関東選抜チーム（東京オールスター・埼玉ママ）参加

1982年
（Ｓ57）

4月

第1回全国婦人バスケットボール交歓大会開催／愛知県豊田市
これまでの埼玉県での大会は（財）日本バスケットボール協会主催の

第1回大会として（株）アシックス協賛で開催   18都県より27チーム参加
8月

11月 長野県家庭婦人バスケットボール連盟が発足

国際親善大会（韓国：第2回春季大会）遠征／ソウル市
関東選抜チーム参加（韓国・中国と対戦）

1983年
（Ｓ58）

4月

第2回全国家庭婦人バスケットボール交歓大会開催／千葉県千葉市
大会名を「全国家庭婦人バスケットボール交歓大会」と改称

19都県より24チーム参加
日韓親善大会開催（オール関東・オール千葉と対戦）／千葉県千葉市

8月

第3回全国家庭婦人バスケットボール交歓大会開催／兵庫県神戸市
朝日新聞社が後援  24都府県より36チーム参加

1984年
（Ｓ59）

8月

国際親善大会（韓国：第4回大会）遠征（韓国と対戦）／ソウル市
関東選抜チーム参加 1985年

（Ｓ60）

4月

第4回全国家庭婦人バスケットボール交歓大会開催
23都府県より39チーム参加／愛知県名古屋市

8月 個人表彰を始める

第5回全国家庭婦人バスケットボール交歓大会開催／埼玉県草加市
22都府県より40チーム参加

1986年
（Ｓ61）

8月

国際親善大会<韓国：第7回大会>遠征（韓国と対戦）／ソウル市
関東選抜チーム参加          フリースロー大会開催 1987年

（Ｓ62）

6月

第6回全国家庭婦人バスケットボール交歓大会開催／三重県二見市
22都府県より40チーム参加

8月

1988年
（Ｓ63）

4月 千葉県家庭婦人バスケットボール連盟が発足

第7回全国ママさんバスケットボール交歓大会開催／奈良県奈良市
大会名を「全国ママさんバスケットボール交歓大会」に改称

29都道府県より48チーム参加
8月

1989年
（Ｈ元）

4月 大阪府家庭婦人バスケットボール連盟が発足

第8回全国ママさんバスケットボール交歓大会開催／秋田県岩城町
30都道府県より56チーム参加

日韓親善大会開催（秋田みなみちゃんと対戦）／秋田県岩城町
（財）日本ＢＢ協会公認となり、各年交互開催決定

7月 シニアの部（４０歳以上）開設

国際親善大会<韓国：第10回大会>遠征（韓国・中国と対戦）
秋田・長野選抜チーム参加／ソウル市

1990年
（Ｈ2）

5月

6月 三重県家庭婦人バスケットボール連盟が発足

第9回全国ママさんバスケットボール交歓大会開催／長野県須坂市
33都道府県より64チーム参加

日本通運（株）が協賛、スポーツ安全協会が協力
7月

日本家庭婦人バスケットボール連盟のあゆみ
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大会のあゆみ
（全国大会・国際親善・講習会等）

年 月
組織のあゆみ

（県連盟設立・競技規則等）

1991年
（Ｈ3）

4月
東京都家庭婦人バスケットボール連盟が発足
滋賀県女性バスケットボール連盟が発足

第10回全国ママさんバスケットボール交歓大会開催／愛媛県松山市

30都道府県より64チーム参加

日韓親善大会開催（済美クィーンと対戦）／愛媛県松山市

7月

1992年
（Ｈ4）

2月 愛知県女性バスケットボール連盟が発足

3月 山口県ママさんバスケットボール連盟が発足

国際親善大会<韓国：第12回大会>遠征（韓国と対戦）
愛媛・山口選抜チーム参加／ソウル市（韓国）

5月

第11回全国ママさんバスケットボール交歓大会開催／山口市（山口）
35都道府県より64チーム参加

7月

11月 山梨県家庭婦人バスケットボール連盟が発足

1993年
（Ｈ5）

4月 香川県家庭婦人バスケットボール連盟が発足

第12回全国ママさんバスケットボール交歓大会開催／滋賀県大津市

39都道府県より64チーム参加

日韓親善大会開催（ＲＪＣと対戦）／滋賀県大津市

7月

1994年
（Ｈ6）

4月 岐阜県家庭婦人バスケットボール連盟が発足

国際親善大会<韓国：第14回大会>遠征（韓国と対戦）
滋賀・秋田選抜チーム参加／ソウル市（韓国）

5月

第13回全国ママさんバスケットボール交歓大会開催／秋田県岩城町
33都道府県より64チーム参加

7月

1995年
（Ｈ7）

4月 北海道家庭婦人バスケットボール連盟が発足

第14回全国ママさんバスケットボール交歓大会開催／熊本県阿蘇町
35都道府県より64チーム参加

7月 個人表彰を取りやめる

第1回関東ママさんバスケットボール交歓大会／千葉県船橋市
32チーム参加

11月

1996年
（Ｈ8）

3月 第1回日本連盟設立全国協議員会／東京都

国際親善大会（韓国：第16回大会）遠征（韓国と対戦）
熊本・北海道選抜チーム参加／ソウル市(韓国)

5月

6月 第1回日本連盟設立準備委員会／岸記念体育会館

7月

第2回日本連盟設立準備委員会／岸記念体育会館

第15回全国ママさんバスケットボール交歓大会開催／北海道音更町
第15回記念大会として32都道府県より80チーム参加

9月 第3回日本連盟設立準備委員会／岸記念体育会館

第2回関東ママさんバスケットボール交歓大会／千葉県松戸市
32チーム参加

10月 第4回日本連盟設立準備委員会／岸記念体育会館

11月

第5回日本連盟設立準備委員会／岸記念体育会館

群馬県家庭婦人バスケットボール連盟が発足

日本家庭婦人バスケットボール連盟のあゆみ
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大会のあゆみ
（全国大会・国際親善・講習会等）

年 月
組織のあゆみ

（県連盟設立・競技規則等）

1997年
（Ｈ9）

1月

第6回日本連盟設立準備委員会／岸記念体育会館

第7回日本連盟設立準備委員会／東京都

3月

第8回日本連盟設立準備委員会／岸記念体育会館

第2回日本連盟設立全国協議員会／東京都

熊本県家庭婦人バスケットボール連盟が発足

4月

岩手県ママさんバスケットボール連盟が発足
栃木県家庭婦人バスケットボール連盟が発足
茨城県家庭婦人バスケットボール連盟が発足
静岡県家庭婦人バスケットボール連盟が発足
宮崎県家庭婦人バスケットボール連盟が発足

第9回日本連盟設立準備委員会／岸記念体育会館

5月 第10回日本連盟設立準備委員会／岸記念体育会館

第16回全国ママさんバスケットボール交歓大会開催／新潟県六日町
34都道府県より72チーム参加

7月

第11回日本連盟設立準備委員会／岸記念体育会館

神奈川県家庭婦人バスケットボール連盟が発足
秋田県ママさんバスケットボール連盟が発足
山形県家庭婦人バスケットボール連盟が発足

「日本家庭婦人バスケットボール連盟」が発足（7月25日）
（財）日本バスケットボール協会普及部直轄の任意団体として
加盟県23都道府県　401チーム加盟　5205人登録

日本家庭婦人連盟第1回理事会(平成9年度理事会)
役員選出､加盟登録規定･細則の承認､事業計画･予算の承認
加盟登録チーム登録（登録費は平成10年度から）

第3回関東ママさんバスケットボール交歓大会／埼玉県草加市
32チーム参加

10月

ＪＢＬ講師によるバスケットボール教室／千葉県浦安市
講師：沼田宏文氏・桑田健秀氏　参加者：140名

1998年
（Ｈ10）

1月

ＪＢＬ講師によるバスケットボール教室／東京都
講師：榎本日出夫氏・桑田健秀氏　参加者：80名

3月 兵庫県家庭婦人バスケットボール連盟が発足
スポーツ栄養学教室／東京都
講師：山田昌彦氏　参加者：50名

「日本家庭婦人バスケットボール連盟」設立記念式典
第17回全国ママさんバスケットボール交歓大会開催

(日本家庭婦人バスケットボール連盟設立記念)
 35都道府県より80チーム参加／栃木県宇都宮市

7月 平成10年度理事会

第4回関東ママさんバスケットボール交歓大会／群馬県前橋市
32チーム参加

10月

1999年
（Ｈ11）

2月 ホームページ開設

第18回全国ママさんバスケットボール交歓大会開催／宮城県仙台市
34都府県より64チーム参加

4月
青森県家庭婦人バスケットボール連盟が発足
高知県家庭婦人バスケットボール連盟が発足
福井県家庭婦人バスケットボール連盟が発足

7月 平成11年度理事会

第1回北信越家庭婦人バスケットボール交歓大会／長野県長野市
16チーム参加

8月

第5回関東ママさんバスケットボール交歓大会／神奈川県小田原市
32チーム参加

10月第1回東北ママさんバスケットボール交歓大会／秋田県田沢湖町
12チーム参加

ゆるゆるバスケット塾／千葉県千葉市
講師：高岡英夫氏・陸川章氏

日本家庭婦人バスケットボール連盟のあゆみ
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大会のあゆみ
（全国大会・国際親善・講習会等）

年 月
組織のあゆみ

（県連盟設立・競技規則等）

2000年
（Ｈ12）

3月 会報「ザ　ママさんバスケット」創刊号発行

国際親善大会遠征（オーストラリアと対戦）／Bankstown市
日本選抜チーム参加

4月

京都府女性バスケットボール連盟が発足
宮城県家庭婦人バスケットボール連盟が発足

国際親善大会遠征（韓国・中国と対戦）／ソウル市(韓国)
日本選抜チーム参加

ＷＪＢＬ講師によるバスケットボール講習会／宮崎県都城市
講師：古海五月氏　参加者：130名

7月 平成12年度理事会
第19回全国ママさんバスケットボール交歓大会開催／宮崎県宮崎市

36都道府県より72チーム参加

第2回北信越家庭婦人バスケットボール交歓大会／新潟県小千谷市
18チーム参加

8月
第1回近畿家庭婦人バスケットボール交歓大会／兵庫県神戸市

12チーム参加

ＪＢＬ講師によるバスケットボール教室／東京都
講師：榎本日出夫氏・結城昭二氏　参加者：70名

9月

第6回関東ママさんバスケットボール交歓大会／茨城県ひたちなか市
32チーム参加

10月第2回東北ママさんバスケットボール交歓大会／秋田県田沢湖町
14チーム参加

ＪＢＬ講師によるバスケットボール教室／兵庫県淡路島
講師：榎本日出夫氏・結城昭二氏　参加者：95名

11月 会報「ザ　ママさんバスケット」第2号発行

12月
ママさんバスケットボールの活動状況の調査
：普及委員会

ＪＬＢＢＬ講師によるバスケットボール教室／千葉県四街道市
講師：佐橋真理氏・森下みゆき氏　参加者：18名

2001年
（Ｈ13）

2月
ママさんバスケットボールの活動状況と意識に関する
アンケート調査：普及委員会
登録チームにアンケート票を送付：2,441名から回答あり

4月 福島県家庭婦人バスケットボール連盟が発足

5月

広島県家庭婦人バスケットボール連盟が発足
愛媛県家庭婦人バスケットボール連盟が発足

平成13年度理事会
（財）日本バスケットボール協会個人登録制度施行
役員改選、連盟規約改定、慶弔内規・旅費規定施行

ロゴマーク決定！ 応募総数21点

6月

第1回アジアスポーツ会議で
                       ワークショップを担当／大阪府
中高年女性スポーツ活動の現状と課題について発表

文部科学省委託事業
        「子育て支援開発プロジェクト」協力
アンケート協力ならびに報告書作成協力 （NPO法人JWS主導）

第20回全国ママさんバスケットボール交歓大会開催
大会記念としてゴールデンシニア（50歳以上）の部開設 ／神奈川県横浜市

39都道府県より90チーム参加

2001年日韓ママさんバスケットボール親善大会／神奈川県横浜市
（神奈川選抜・横浜選抜と対戦）

7月

全国大会記念Ｔシャツ（第1回～20回）人気投票実施
第18回（仙台市開催）がＮＯ．1となる

ＷＪＢＬ講師によるバスケットボール講習会／東京都
講師：中川文一氏・清水良規氏・梅嵜英毅氏・丸山茂実氏  参加者：73名

会報「ザ　ママさんバスケット」第3号発行

第3回北信越家庭婦人バスケットボール交歓大会／富山県富山市
18チーム参加

日本家庭婦人バスケットボール連盟のあゆみ
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大会のあゆみ
（全国大会・国際親善・講習会等）

年 月
組織のあゆみ

（県連盟設立・競技規則等）

広島県連盟設立記念クリニック／広島県広島市
講師：古海五月氏　参加者：75名

2001年
（Ｈ13）

8月

第3回東北ママさんバスケットボール交歓大会／秋田県田沢湖町
12チーム参加

9月

第7回（山口杯）北海道家庭婦人バスケットボール連盟結成記念大会
13チーム参加／北海道帯広市

10月

第7回関東ママさんバスケットボール交歓大会／山梨県富士吉田市
32チーム参加

第2回近畿家庭婦人バスケットボール交歓大会／和歌山県和歌山市
12チーム参加

第1回中国地区ママさんバスケットボール交歓大会／山口県徳山市
13チーム参加

11月 会報「ザ　ママさんバスケット」第4号発行

2002年
（Ｈ14）

4月
長崎県家庭婦人バスケットボール連盟が発足
徳島県家庭婦人バスケットボール連盟が発足
和歌山県女性バスケットボール連盟が発足

国際親善大会遠征（韓国と対戦）／ソウル市(韓国)
神奈川選抜チーム参加

5月 平成14年度理事会

ＷＪＢＬ講師によるバスケットボール講習会／東京都
講師：中川文一氏・内海知秀氏・本田守氏・炭田久美子氏  参加者：90名

7月 会報「ザ　ママさんバスケット」第5号発行

第1回四国家庭婦人交流バスケットボール大会／徳島県徳島市
4チーム参加

第21回全国ママさんバスケットボール交歓大会開催／愛知県安城市
37都府県より80チーム参加

8月

競技規則により、ピリオド制採用

加盟登録チーム数で
                 都道府県の推薦チーム数を決める

第4回北信越家庭婦人バスケットボール交歓大会／福井県坂井市
18チーム参加

一般の部（8-1-8-8-8-1-8）
シニアの部（6-1-6-8-6-1-6）

第3回近畿女性バスケットボール交歓大会／大阪府東大阪市
一般12チーム　シニア6チーム　ゴールデン2チーム参加

第4回東北ママさんバスケットボール交歓大会／秋田県田沢湖町
11チーム参加

9月

第8回（山口杯）北海道家庭婦人バスケットボール連盟結成記念大会
13チーム参加／北海道網走市

10月

全国ゴールデンシニアバスケットボールオープン大会／福島県福島市
11チーム（114名）参加

ウォームアップクリニック／福島県福島市
講師：萩原美樹子氏　参加者：130名

第2回中国地区ママさんバスケットボール交歓大会／山口県徳山市
14チーム参加

栃木県ママさんバスケットボール講習会／栃木県今市市
講師：萩原美樹子氏・桜庭珠美氏　参加者：55名

11月

第8回関東ママさんバスケットボール交歓大会／東京都台東区
24チーム参加
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13チーム（135名）参加

大会のあゆみ
（全国大会・国際親善・講習会等）

年 月
組織のあゆみ

（県連盟設立・競技規則等）

2003年
（Ｈ15）

2月 会報「ザ　ママさんバスケット」第6号発行

4月 奈良県家庭婦人バスケットボール連盟が発足

5月
平成15年度理事会

第5回北信越家庭婦人バスケットボール交歓大会／石川県小松市

7月

役員改選、規約改定

18チーム参加

第1回東海ママさんバスケットボール交歓大会／愛知県岡崎市
一般12チーム　シニア4チーム参加

ＷＪＢＬ講師によるバスケットボール講習会／東京都
講師：中川文一氏・高木良多加氏・炭田久美子氏・松下憲治氏・坂根茂氏

8月

会報「ザ　ママさんバスケット」第7号発行　参加者：70名

第22回全国ママさんバスケットボール交歓大会開催／東京都

41都道府県より72チーム参加

2003年日韓ママさんバスケットボール親善大会／東京都

シニアの部の参加年齢が43歳以上に変更
大会参加料値上げ

（東京選抜と対戦）

第3回中国地区ママさんバスケットボール交歓大会／広島県広島市

9月

12チーム参加

第5回東北ママさんバスケットボール交歓大会／秋田県田沢湖町
11チーム参加

第9回関東ママさんバスケットボール交歓大会／栃木県日光市
32チーム参加

ＷＪＢＬ講師によるバスケットボールクリニック／埼玉県行田市
講師：桜庭珠美氏　加藤貴子氏　参加者：83名

第9回（山口杯）北海道家庭婦人バスケットボール連盟結成記念大会
16チーム参加／北海道芦別市

第2回四国家庭婦人交流バスケットボール大会／香川県高松市

10月

4チーム参加

第4回近畿女性バスケットボール交歓大会／滋賀県大津市
一般12チーム　シニア6チーム　ゴールデン2チーム参加

第2回全国ゴールデンシニアバスケットボール大会／徳島県徳島市

12月 会報「ザ　ママさんバスケット」第8号発行

2004年
（Ｈ16）

4月

アテネオリンピック代表選手激励訪問・視察
応援旗の作成

岡山県ママさんバスケットボール連盟が発足

国際親善大会遠征（韓国と対戦）／ソウル市(韓国)
5月 平成16年度理事会

東京（ＮＢＣ）チーム参加

第23回全国ママさんバスケットボール交歓大会開催／静岡県静岡市

7月

43歳以上の独身女性2名までエントリー可能となる
38都府県より80チーム参加

ＷＪＢＬ講師によるバスケットボール講習会／東京都
講師：高木良多加氏・山添昌子氏　参加者：46名

競技規定により新ルール採用
6号ボールに変更になる

会報「ザ　ママさんバスケット」第9号発行
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32チーム参加・キッズルーム開設

講師：萩原美樹子氏・岡里明美氏　参加者：120名

一般8チーム　シニア4チーム参加

大会のあゆみ
年 月

組織のあゆみ
（全国大会・国際親善・講習会等）

第6回北信越家庭婦人バスケットボール交歓大会／新潟県柏崎市

2004年
（Ｈ16）

8月

（県連盟設立・競技規則等）

16チーム参加

第5回近畿女性バスケットボール交歓大会／京都府亀岡市
一般12チーム　シニア6チーム　ゴールデン3チーム参加

第3回四国家庭婦人交流バスケットボール大会／愛媛県吉田市
7チーム参加

第1回九州ママさんバスケットボール交歓大会
13チーム参加／長崎県長崎市・大村市

第6回東北ママさんバスケットボール交歓大会／秋田県田沢湖町
東北ママさんバスケットボール連盟創立記念大会 9月

一般13チーム　シニア4チーム参加

第10回（山口杯）北海道家庭婦人バスケットボール連盟結成記念大会
17チーム参加／北海道千歳市

10月第3回全国ゴールデンシニアバスケットボール大会／群馬県中之条町
20チーム（220名）参加

第4回中国地区ママさんバスケットボール交歓大会／岡山県総社市
17チーム参加

第2回東海ママさんバスケットボール交歓大会／岐阜県多治見市

11月
一般12チーム　シニア4チーム参加

第10回関東ママさんバスケットボール交歓大会／千葉県船橋市

12月 会報「ザ　ママさんバスケット」第10号発行

クリニック講師派遣／埼玉県さいたま市

2005年
（Ｈ17）

1月

4月

新潟県家庭婦人バスケットボール連盟が発足
富山県家庭婦人バスケットボール連盟が発足
島根県ウィメンズバスケットボール連盟が発足

5月

競技規則により新ルール採用

平成17年度理事会
役員改選、規約改定

女性審判員活動状況アンケート調査実施

第24回全国ママさんバスケットボール交歓大会開催／広島県広島市

39都道府県より80チーム参加

2005年日韓ママさんバスケットボール親善大会／広島県広島市
7月 会報「ザ　ママさんバスケット」第11号発行

（広島選抜と対戦）

ＷＪＢＬ講師によるバスケットボール講習会／東京都

8月

講師：中川文一氏・梅嵜周毅氏・炭田久美子氏・藤田直樹氏  参加者：89名

第7回北信越家庭婦人バスケットボール交歓大会／長野県長野市
24チーム参加

第6回近畿女性バスケットボール交歓大会／奈良県奈良市
一般12チーム　シニア6チーム　ゴールデン3チーム参加

第2回九州ママさんバスケットボール交歓大会／佐賀県伊万里市
8チーム参加

第7回東北ママさんバスケットボール交歓大会／秋田県田沢湖町

9月

一般9チーム　シニア4チーム参加

第4回四国家庭婦人交流バスケットボール大会／高知県伊野町
8チーム参加

第11回（山口杯）北海道家庭婦人バスケットボール連盟結成記念大会
10チーム参加／北海道北見市

第3回東海ママさんバスケットボール交歓大会／静岡県静岡市
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26チーム（268名）参加

一般8チーム　シニア4チーム参加

（千葉選抜チームと対戦）

大会のあゆみ
年 月

組織のあゆみ
（全国大会・国際親善・講習会等）

第11回関東ママさんバスケットボール交歓大会／埼玉県さいたま市

2005年
（Ｈ17）

（県連盟設立・競技規則等）

10月
32チーム参加

第5回中国地区ママさんバスケットボール交歓大会／島根県松江市

11月
21チーム参加

第4回全国ゴールデンシニアバスケットボール大会／福岡県宗像市

12月 会報「ザ　ママさんバスケット」第12号発行

国際親善大会遠征（韓国と対戦）／ソウル市（韓国）

2006年
（Ｈ18）

5月 平成18年度理事会
広島選抜チーム参加

第5回四国家庭婦人交流バスケットボール大会／徳島県徳島市

7月

9チーム参加

第25回全国ママさんバスケットボール交歓大会開催／茨城県水戸市
会報「ザ　ママさんバスケット」第13号発行

39都道府県より80チーム参加

ＷＪＢＬ講師によるバスケットボール講習会／東京都
講師：中野里美氏・白数裕美氏・山添昌子氏

第8回北信越家庭婦人バスケットボール交歓大会／富山県富山市

8月

22チーム参加

第7回近畿女性バスケットボール交歓大会／兵庫県三田市
一般12チーム　シニア6チーム　ゴールデン4チーム参加

第3回九州ママさんバスケットボール交歓大会／熊本県玉名市
9チーム参加

第8回東北ママさんバスケットボール交歓大会／秋田県田沢湖町
9月

一般12チーム シニア4チーム参加

第12回（山口杯）北海道家庭婦人バスケットボール連盟結成記念大会

10月
JＷＳ主催パネルディスカッション
「日本における“女性とスポーツ”のこれから」に参加
パネリストとして山田洋子副会長招聘される

一般12チーム　シニア3チーム参加／北海道帯広市

第6回中国地区ママさんバスケットボール交歓大会／鳥取県米子市
17チーム参加

第12回関東ママさんバスケットボール交歓大会／群馬県前橋市
32チーム参加

第5回全国ゴールデンシニアバスケットボール大会／静岡県静岡市
32チーム（321名）参加

第4回東海ママさんバスケットボール交歓大会／三重県四日市市
11月

12月 会報「ザ　ママさんバスケット」第14号発行

2007年
（Ｈ19）

4月 石川県家庭婦人バスケットボール連盟が発足

5月
平成19年度理事会

「日本家庭婦人バスケットボール連盟」設立10周年記念式典
第26回全国ママさんバスケットボール交歓大会開催／千葉県船橋市

(日本家庭婦人バスケットボール連盟設立10周年記念)
38都道府県より80チーム参加・キッズルーム開設

2007年日韓ママさんバスケットボール親善大会／千葉県船橋市

役員改選

7月
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第 26 回全国ママさんバスケットボール交歓大会 
2007 年日韓ママさんバスケットボール親善大会 
（日本家庭婦人バスケットボール連盟設立10 周年記念） 

 

 

要  項 

 

1. 主  催 財団法人日本バスケットボール協会 

日本家庭婦人バスケットボール連盟 

2. 主  管 千葉県バスケットボール協会 

        千葉県家庭婦人バスケットボール連盟 

        船橋市バスケットボール協会 

3. 後  援 朝日新聞社 

        千葉県教育委員会・船橋市・船橋市教育委員会 

        財団法人千葉県体育協会・船橋市体育協会           

4. 協  賛   株式会社アシックス 

日本通運株式会社 

5. 協  力   財団法人スポーツ安全協会 

          株式会社モルテン           

6. 期  日   平成19年7月27日（金）･28日（土）･29日（日） 

7. 会  場   千葉県立幕張総合高等学校(27日)・船橋市総合体育館・日本大学習志野高等学校 

船橋市立坪井中学校・船橋市立習志野台中学校・船橋市立習志野台第二小学校        

 8. 競技方法   ブロック別トーナメント式優勝戦。3位決定戦・敗者戦を行なう。 

 9. 参加チーム    ＊各都道府県バスケットボール協会・家庭婦人連盟から推薦されたチーム。 

・一般の部 56チーム ・シニアの部 24チーム 

＊日韓親善大会 

・ 韓国マザーズバスケットボール協会代表1チーム 

・ 千葉県家庭婦人バスケットボール連盟代表1～2チーム 

10. チーム人員   1チームについて監督１名、コーチ１名、アシスタントコーチ１名、 

          マネージャー1名、選手8名以上18名までの計22名。 

11. 参加資格   ①（財）日本バスケットボール協会に加盟登録されたチームであること。 

          ②（財）日本バスケットボール協会に個人登録された選手であること。 

          ③ 日本家庭婦人バスケットボール連盟に加盟・登録されたチーム、選手であること。 

詳細は｢ママさんルール｣を熟読のこと。 

12. 参加料     １チーム  18,000円  

納入先は後日連絡する。指定の期日までに指定口座に振り込むこと。 

13. 参加申込    所定の用紙で平成19年6月1日（金）迄に下記に申し込むこと。 

          〒167-＊＊＊ 東京都杉並区＊＊＊＊＊   TEL／FAX  ＊＊＊＊＊ 

             ＊＊＊＊＊気付 日本家庭婦人バスケットボール連盟                      

14. 競技規則    現行、(財) 日本バスケットボール協会及び 

日本家庭婦人バスケットボール連盟 ＜ママさんルール＞による。 

15. 組合せ     (財) 日本バスケットボール協会・日本家庭婦人バスケットボール連盟及び主管県 

バスケットボール協会・家庭婦人バスケットボール連盟の責任抽選とする。 

16. 宿泊・交通・弁当 指定業者より送付された申込書に記入のうえ期日迄に申し込むこと。 

          宿泊するチームは必ず指定業者へ申し込むことを大会参加条件とする。 
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第 6 回全国ゴールデンシニアバスケットボール大会 

― 第20 回全国健康福祉祭茨城大会 ねんりんピック茨城2007 協賛イベント ー 

 

  

要  項 

 

1. 開催目的  本大会は、ねんりんピックの趣旨に賛同し、生涯スポーツとしてバスケットボールを愛好する高

年女性に呼びかけ、交流の場を提供し、楽しむバスケットボールを通じてその魅力を次世代に継

承することと健康意識の高揚を目的として、開催するものである。 

2．主  催  日本家庭婦人バスケットボール連盟 

主  管  茨城県バスケットボール協会 

  茨城県家庭婦人バスケットボール連盟 

後   援  (財)日本バスケットボール協会 

3. 開 催 日  平成19年11月10日（土）、11日（日） 

4. 会  場  日立製作所健康保険組合 大みか体育館（日立市） 

  日立市立久慈中学校体育館 

5. 競技方法  全ての参加チームは2日間にわたり、2ゲームを行う。 

6. 競技規則  現行、(財)日本バスケットボール協会競技規則及び日本家庭婦人バスケットボール連盟ママさん

ルールを基本とし、一部、今大会特別ルールを設定する 

7. 組み合せ  主催者の責任抽選とする。 

8. 参加資格  平成19年度内に50歳以上となる（平成19年4月１日現在で49歳）バスケットボールを愛好す

る女性 

9. チーム数  40チーム程度  （チームまたは個人による申し込み） 

10．チーム編成  ＊選手８名以上の一括申し込みは、単独チームとする。 

  ＊1人から7人での申込みは個人申込みとし、チーム編成は主催者が行うこととする。 

11．参 加 費   主催連盟登録者 一人3,000円 

  未登録者    一人6,000円 

12．申  込   別紙申込書にてチーム、個人共 県単位でまとめて申込んで下さい。 

  ① 締切日  平成19年9月25日 必着 

  ② 申込み先 ゴールデンシニア大会事務局 ＊＊＊＊宛 

e-mail:＊＊＊＊@lady.jabba-net.com 又は 

FAX: ＊＊＊＊＊ にて 

13．交通･宿泊   指定業者よりの案内、申込書を同封。 
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編集後記  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
日本連盟設立時と今回の 

10 周年記念時と 2 回も記録誌発刊の 

作業に携わることができたことには、三つの 

ことに心から感謝です。一つ目は、この 10 年 

日本のママさんバスケットが着実に成長できたこ

と、10 周年はその証。二つ目は、今回の記録誌発刊

にあたり、新しいスタッフが大活躍したこと、立派

な後進が育っています。三つ目はこの 10 年間自分

や家族が健康でいられたこと、皆に支えられての活

動でした。次回 20 周年記録誌も新しいメンバー 

のもとで発刊できることを期待しています。 

（高岡治子） 

 

 

 

 
日本連盟のお手伝い新人 

の私ですが、10 周年記念･記録誌 

制作に携わり、記載の歴史や多くの記録を 

通じて全国のママさんの熱い想いを強く感じま 

した。又、連盟の役員の方々のこれまでのご努力に 

も心からお礼を申し上げたい気持ちです。原稿制作は結構 

大変でしたが、紙面(画面が正しいかな･･･)に映し出される 

そんな熱い想いに支えられてなんとか完成を見る事ができ 

そうです。大変な作業を睡眠時間を削りながら支えて下さっ 

た先輩方に････心からありがとうございました。最後に、 

本誌を読んで頂いて誤字･脱字･記録の間違い等々、発見 

された方は是非お知らせくださいます様お願い致し 

ます。念のため･････賞品はでません(^^;)･････ 

（野口加代） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本家庭婦人バスケットボール 

連盟設立 10 周年を迎え、記録誌を発刊でき 

ましたことは大変意義深いことです。全国大会

各ブロックの大会開催や全国の連盟を牽引し、支えてき

以上の選手が参加するゴールデンシニア大会など、多く

ケットボールを楽しんでほしいと工夫をしてまいりまし

の大会記録や大会資料を取り纏めました。大会の記録を編集す

ブロックの常任理事さんはじめ各関係の皆様に多大なるご協

ことを、心より感謝申し上げます。また、不慣れな編集の為に

箇所が多々ありました事をお詫び申し上げます。家庭、

か、生涯スポーツとしてバスケットボールを愛し、汗を流して

かけている、全国のママさん達の｢記録誌｣となって頂け

じます。そしてより一層、連盟活動にご指導、ご鞭撻を

ますようお願い申し上げまして、編集後記と致

             （海老原矩子） 

 

開催、 

た 50 歳 

の人達にバス 

た。その 10 年間 

るにあたり、各

力を頂きました

満足できかねる

育児、仕事と多忙のな

ボールを追い 

れば幸いに存 

賜り 

します。 

 
日本家庭婦人バスケットボール連盟設立
 

相  談  役  橋本 章  山田洋子 

委  員  長  白谷慶子 

記念式典担当委員長  渡部嘉子 

記録誌担当委員長  海老原矩子 

委    員  江村幸子 後藤淳子 

  武井芳子 野口加代 

 

10 周年 記念事業委員会 

榊原みどり 高岡治子 

橋本不二子  
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